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世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
２
０
２

４
年
の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
）
が
発
表
さ
れ
た
。
22
工

場
が
選
出
さ
れ
、
地
域
別
で
は
中
国
が

最
も
多
い
13
工
場
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
５

工
場
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
２
工
場
、
イ
ン

ド
が
１
工
場
、
メ
キ
シ
コ
が
１
工
場
だ

っ
た
。
日
本
の
工
場
は
な
か
っ
た
。
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
な
り
た
い
と
応
募
申
請
し
て
審
査
の
上

で
認
定
さ
れ
る
も
の
だ
と
は
言
え
、
も
う
何
年

も
前
に
３
工
場
が
選
ば
れ
て
以
来
、
日
本
か
ら

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
出
て
き
て
い
な
い
の
は
寂
し

い
こ
と
だ
▼
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
な
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
業
績
が
良
く
な
る
保
証
は
な
い
。
あ
る

種
の
名
誉
職
み
た
い
な
も
の
で
、
別
に
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
に
な
ら
な
く
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。
し
か
し
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
な

る
と
そ
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
情
報

交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
も
管
轄
し
て
い
る
の
は
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
国
際
的
に
も
影
響
力
も
あ
る

組
織
で
あ
る
。
そ
こ
が
「
世
界
で
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、
こ
れ
か
ら
の
製
造
業

の
指
針
と
な
る
工
場
」
と
認
め
た
と
な
れ
ば
、

少
な
か
ら
ず
そ
れ
ら
の
工
場
の
仕
組
み
や
や
り

方
、
使
わ
れ
て
い
る
設
備
や
機
器
、
シ
ス
テ
ム

は
、
こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
製

造
業
Ｄ
Ｘ
の
お
手
本
と
な
っ
て
世
界
に
広
ま
っ

て
い
く
。
果
た
し
て
今
の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
ど

れ
だ
け
日
本
の
Ｆ
Ａ
製
品
が
使
わ
れ
て
る
の
だ

ろ
う
か
。
少
し
不
安
に
な
る
▼
日
本
は
戦
略
を

立
て
て
大
き
な
勝
利
を
勝
ち
取
る
の
が
下
手

だ
。
か
つ
て
は
現
場
が
強
く
、
戦
術
的
に
勝
っ

て
い
た
か
ら
、
戦
略
的
な
弱
さ
に
蓋
を
し
て
い

て
も
競
争
が
で
き
た
。
し
か
し
今
は
違
う
。
労

働
人
口
が
減
り
、
余
裕
も
な
く
な
り
、
最
前
線

の
現
場
で
体
が
張
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
発
想
と
行
動
を
転
換
し
、
戦
略
的
に
勝

つ
方
法
に
シ
フ
ト
し
、
そ
れ
を
国
を
挙
げ
て
一

致
団
結
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
の
製
品
が
海
外
で
売
れ
れ
ば
、
そ
の

部
品
を
供
給
す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
設
備
ま
わ

り
の
企
業
も
潤
う
。
日
本
の
工
場
が
世
界
の
見

本
、
羨
望
の
的
に
な
れ
ば
、
日
本
の
Ｆ
Ａ
業
界

も
潤
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

よ
う
な
第
三
者
的
な
力
を
う
ま
く
使
っ
て
世
界

に
名
前
を
売
り
、
日
本
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
コ
ラ
ム

が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
選
挙
が
終
わ
っ
て
い

る
。
新
た
な
日
本
政
府
に
は
「
日
本
の
製
造

業
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
復
活
の
た
め
に
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
20
工
場
ま

で
増
や
す
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
目
標
を
出

し
、
そ
の
補
助
金
制
度
を
出
す
ぐ
ら
い
や
っ
て

ほ
し
い
も
の
だ
。

今年もライトハウスに日本の姿なし　日本の製造業ここにありを示してビジネスにつなげろ

　
︻
お
知
ら
せ
︼

　
次
号
第
３
８
３
号
は
11

月
６
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

今回認定された世界のライトハウス

４IR
ライトハウス

アストラゼネカ スウェーデン、セーデルテリエ
アストラゼネカ・ファーマシューティカル 中国、無錫
ベコ・ディッシュウォッシャー・プラント トルコ、アンカラ
コカ・コーラ・シンガポール シンガポール、トゥアス

コンチネンタル・オートモーティブ・チェコ チェコ、ブランディス・ナド・
ラベム

F.ホフマン・ラ・ロシュ スイス、カイザーアウグスト
フォックスコン・インダストリアル・インターネット ベトナム、バクザン
GEヘルスケア北京 中国、北京
ジュビラント・イングレビア インド、バルーチ
蒙牛乳業（寧夏） 中国、寧夏
青島海信日立空調系統有限公司 中国、青島
三門原子力発電 中国、三門
SANY再生可能エネルギー 中国、韶山
シュナイダーエレクトリック メキシコ、モンテレイ
シーメンスエレクトロニクス工場 ドイツ、エアランゲン
タイユアン・ヘビー・インダストリー・レールウェイ
・トランジット・イクイップメント（TZ） 中国、太原

ジャンヂョウ・コール・マイニング・マシナリー・グ
ループ 中国、鄭州

E2E
ライトハウス

青島ハイアール（膠州）エアコンディショナー 中国、青島
シュナイダーエレクトリック 中国・上海

持続可能性
ライトハウス

フォックスコン・インダストリアル・インターネット 中国、深セン
合肥ミデア・ウォッシング・マシン 中国、合肥
青島ビール青島工場 中国、青島

デ
ル
で
提
供
す
る
米
国
発
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、
Ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
ｉ
ｃ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ
　
Ｉ
ｎ

ｃ
．
（
フ
ォ
ー
ミ
ッ
ク
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
）に
出
資
し
た
。

　
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め

自
動
化
が
進
ん
で
い
る
製
造

業
や
物
流
業
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
が
活
発
化
す
る
一

方
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
か

か
る
高
額
な
初
期
費
用
や
専

門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
確

保
・
育
成
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｉ

ｃ
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
パ
レ
タ
イ
ズ
や
梱
包
な

ど
の
工
程
自
動
化
シ
ス
テ
ム

の
設
計
か
ら
導
入
、
設
置
、

保
守
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
。
独
自
に
開
発
し
た

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
中
小
企
業
を
中
心

と
し
た
顧
客
の
個
別
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
最
適
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
独
自

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム

と
組
み
合
わ
せ
た
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
提
供
し
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
関
す
る
顧
客
の
負
担
を

大
幅
に
軽
減
し
、
製
造
業
に

お
け
る
労
働
力
不
足
な
ど
の

課
題
解
決
に
向
け
た
自
動
化

の
加
速
に
貢
献
し
て
い
る
。

米
企
業
へ
出
資

ロ
ボ
ッ
ト
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

三菱電機

米
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
を
子
会
社
化

ダ
イ
ヘ
ン

シ
ス
テ
ム
提
案
力
強
化

デ
ン
マ
ー
ク
Ａ
Ｍ
Ｒ
メ
ー
カ
ー
株
式
取
得

パ
ナ
子
会
社

「
ゼ
テ
ス
」

物
流
業
務
効
率
化
を
強
化

　
三
菱
電
機
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ブ
レ
イ
ン
と
共
同
で
運

営
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｃ
Ｖ

Ｃ
）
フ
ァ
ン
ド
「
Ｍ
Ｅ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
」
が

出
資
す
る
第
８
号
案
件
と
し

て
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
設

計
、
開
発
、
保
守
を
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
販
売
モ

　
今
後
、
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｉ
ｃ
へ

の
出
資
を
通
じ
て
、
同
社
の

自
動
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
、
顧
客
が
導
入
し
や
す
い

形
へ
と
進
化
さ
せ
た
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
、
米
国
の
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
（
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
）
Ｆ
ｏ

ｒ
ｃ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
，

Ｉ
ｎ
ｃ
．
（
フ
ォ
ー
ス
デ
ザ

イ
ン
社
）
の
全
株
式
を
取
得

し
完
全
子
会
社
化
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
米
国
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
提
案
力
の

強
化
と
標
準
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ル

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
充
実
を
図

り
、
２
０
２
６
年
米
国
売
上

高
１
０
０
億
円
の
足
が
か
り

と
す
る
。

　
フ
ォ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
社

は
、
１
９
９
８
年
に
米
国
オ

ハ
イ
オ
州
で
設
立
。
ア
ー
ク

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
治
具
、
シ

ス
テ
ム
お
よ
び
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
ロ
ボ
ッ
ト（
マ
テ
ハ
ン
、組

立
、
検
査
、
梱
包
）
の
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
製
作
・
サ
ー

ビ
ス
を
事
業
と
し
、
オ
ハ
イ

オ
州
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
、

ミ
シ
ガ
ン
地
域
の
自
動
車
産

業
向
け
シ
ス
テ
ム
や
、医
療
、

食
品
機
器
、
健
康
器
具
産
業

向
け
シ
ス
テ
ム
の
設
計
製
造

事
業
を
展
開
し
、
２
０
２
３

年
の
売
上
高
は
約
５
億
円
。

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
、
今
回
の
子

会
社
化
に
よ
り
、
米
国
で
の

大
手
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
カ
ス
タ
ム
シ
ス
テ
ム
対
応

力
を
高
め
、
中
小
顧
客
向
け

標
準
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
充
実
を
図
る
。
ま
た

自
動
車
産
業
集
積
地
で
あ
る

米
国
中
西
部
（
ミ
シ
ガ
ン
、

オ
ハ
イ
オ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

州
な
ど
）
で
、
こ
れ
ま
で
接

点
の
な
か
っ
た
米
系
自
動
車

関
連
企
業
を
は
じ
め
と
す
る

顧
客
へ
の
販
売
機
会
の
獲
得

を
目
指
す
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
コ
ネ
ク

ト
の
ベ
ル
ギ
ー
子
会
社
で
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
実
行
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｚ
ｅ
ｔ
ｅ

ｓ
（
ゼ
テ
ス
）
は
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
自
立
走
行
搬
送
ロ
ボ

ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
メ
ー
カ
ー

の
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｚ
ｅ
（
ロ

ボ
タ
イ
ズ
）
に
投
資
し
、
50

％
の
株
式
を
取
得
し
た
。

　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｚ
ｅ
は
、

製
造
と
物
流
環
境
に
お
け
る

安
全
で
確
実
な
自
動
化
さ
れ

た
資
材
輸
送
を
目
的
と
し
た

Ａ
Ｍ
Ｒ
開
発
の
専
門
メ
ー
カ

ー
。
２
０
１
６
年
に
デ
ン
マ

ー
ク
の
リ
ュ
ン
ビ
ュ
ー
で
設

立
さ
れ
た
。
同
社
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
は
、
ス
ケ
ー
ラ
ブ

ル
で
信
頼
性
が
高
く
、
Ｚ
ｅ

ｔ
ｅ
ｓ
が
展
開
す
る
協
調
型

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ス
イ
ー

ト
を
完
全
に
補
完
す
る
も
の

と
な
り
、
両
者
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
物
流
業
務
の
効

率
性
と
生
産
性
が
向
上
し
、

労
働
力
全
体
が
強
化
さ
れ
、

労
働
力
不
足
な
ど
の
課
題
を

克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

24
年
は
22
工
場
選
出

世
界
で
172
工
場
に
拡
大

世界経済フォーラム

製造業の変革の指針となる先進的な工場「ライトハウス」

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
製
造
業
の
変
革
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
先
進
的
な
工
場
「
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｈ

ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
灯
台
）
」
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
は
新
た
に
22
工
場
を
選
出
し
た
。
19
工
場
が
第

４
次
産
業
革
命
（
４
Ｉ
Ｒ
）
の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
Ｅ
２
Ｅ
含
む
）
と
し
て
、
３
工
場
が
環
境
影
響
を
低
減
す
る
持
続

可
能
性
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
選
ば
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
世
界
で
１
７
２
工
場
と
な
っ
た
。

　
第
４
次
産
業
革
命
の
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
選
ば
れ
た

19
工
場
の
取
り
組
み
と
成
果

に
つ
い
て
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
セ
ー

デ
ル
テ
リ
エ
）
は
、
生
産
能

力
の
向
上
と
新
製
品
発
売
の

加
速
化
を
図
る
た
め
、
機
械

学
習
や
最
適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
含
む
50
以
上
の
４
Ｉ
Ｒ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
。

さ
ら
に
３
０
０
０
人
の
従
業

員
の
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
労
働
生
産
性
が
56
％

増
加
し
、
新
製
品
の
開
発
リ

ー
ド
タ
イ
ム
を
67
％
短
縮
し

実
施
。
市
場
投
入
ま
で
の
時

間
を
46
％
削
減
し
、
現
場
で

の
故
障
率
が
29
・
２
％
低
下

し
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ス

ト
が
26
・
１
％
減
少
さ
せ

た
。
さ
ら
に
、
１
０
０
０
人

以
上
の
従
業
員
が
４
Ｉ
Ｒ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
ア
ッ

プ
ス
キ
リ
ン
グ
（
技
能
向

上
）
を
果
た
し
た
。

　
コ
カ
・
コ
ー
ラ
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ト
ゥ
ア
ス
）
は
、
生
産
量
の

増
加
と
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
複
雑
化
に
対
し
、
機
械

学
習
を
活
用
し
た
需
要
予

測
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
、
高
度

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
導
入
。
処
理
能

力
は
28
％
向
上
し
、
労
働
生

産
性
は
70
％
向
上
、
欠
品
は

80
％
削
減
、
時
間
通
り
の
配

送
は
31
％
改
善
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
34
％
削
減
し
た
。

　
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
オ
ー

ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
・
チ
ェ
コ

（
チ
ェ
コ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ス

・
ナ
ド
・
ラ
ベ
ム
）
は
、
需

要
と
変
化
す
る
消
費
者
嗜
好

に
対
応
す
る
た
め
に
工
程
を

見
直
し
、
30
以
上
の
デ
ジ
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導

入
。
従
業
員
の
満
足
度
を
高

め
る
と
同
時
に
、
35
％
の
効

率
向
上
、
15
％
の
ス
ペ
ー
ス

利
用
の
改
善
、
現
場
で
の
事

故
の
10
％
削
減
を
達
成
し

た
。

　
ジ
ュ
ビ
ラ
ン
ト
・
イ
ン
グ

レ
ビ
ア
（
イ
ン
ド
、
バ
ル
ー

チ
）
は
、
特
殊
化
学
製
品
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
既
存
製
造
拠

点
に
４
Ｉ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
導
入
し
、
２
０
０
０
人
以

上
の
従
業
員
に
リ
ス
キ
リ
ン

グ
を
実
施
。
Ａ
Ｉ
、
機
械
学

習
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
ベ
ー
ス
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
、
予
測
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
30

以
上
の
統
合
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

を
通
じ
て
、
全
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
の
ば
ら
つ
き
を
60
％
削

減
し
、
生
産
量
を
ほ
ぼ
倍
増

さ
せ
た
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
（
メ
キ
シ
コ
、
モ
ン

テ
レ
イ
）
は
、
複
雑
な
製
品

に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
に

応
え
る
た
め
、
機
械
学
習
に

よ
る
予
測
や
自
律
型
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

統
合
。
持
続
的
な
年
間
成
長

と
欠
陥
の
20
％
削
減
、
水
消

費
量
の
30
％
削
減
を
実
現
し

た
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
工
場
（
ド
イ
ツ
、
エ

ア
ラ
ン
ゲ
ン
）
は
、
中
規
模

で
多
品
種
生
産
を
リ
ー
ド
す

る
「
グ
リ
ー
ン
・
リ
ー
ン
・

デ
ジ
タ
ル
」
戦
略
を
展
開
。

１
０
０
以
上
の
Ａ
Ｉ
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

の
広
範
な
活
用
、
柔
軟
か
つ

モ
ジ
ュ
ー
ル
型
の
Ｉ
Ｔ
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
り
、
労
働

生
産
性
を
69
％
向
上
し
、
市

場
投
入
ま
で
の
時
間
を
40
％

短
縮
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
が
42
％
削
減
し
た
。

　
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド
（
Ｅ

２
Ｅ
）
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
高
度

な
技
術
に
よ
っ
て
見
え
る
化

に
加
え
、
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス

の
合
理
化
、
設
計
・
計
画
の

効
率
化
を
実
現
し
、
需
要
の

増
大
に
対
応
し
て
い
る
。

　
青
島
ハ
イ
ア
ー
ル
（
膠

州
）
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
（
中
国
、
青
島
）
は
、
世

界
的
な
需
要
増
大
に
対
応

し
、
研
究
開
発
、
配
送
、
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

遅
延
に
対
処
す
る
た
め
に
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
高
度
な
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
生
成
型
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
全
体
を
最
適
化
。
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
に
製
品
の
90
％

を
供
給
す
る
こ
の
工
場
で

は
、
設
計
サ
イ
ク
ル
時
間
を

49
％
削
減
し
、
注
文
の
納
品

時
間
を
19
％
短
縮
し
、
海
外

で
の
故
障
率
を
28
％
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
（
中
国
・
上
海
）

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
受
注
が
増

加
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

か
ら
の
Ｓ
Ｋ
Ｕ
が
４
倍
に
増

加
し
た
た
め
、
自
動
化
率
を

20
％
向
上
さ
せ
、
Ｍ
Ｌ
対
応

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
、
ス
マ

ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
生
成

Ａ
Ｉ
駆
動
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
の
先
進
技
術
を
統
合
し

て
対
応
。
市
場
投
入
ま
で
の

時
間
を
63
％
短
縮
し
、
受
注

生
産
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
67

％
削
減
。
労
働
生
産
性
も
82

％
向
上
し
た
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
１
、
２
、
３

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減

し
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
３
つ
の
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
「
持
続
可
能
性
の

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
の
認
定
を

受
け
た
。

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
中
国
、
深
セ
ン
）

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
い
う
家
電
業
界
の
公
約

を
達
成
す
る
た
め
に
、
Ａ

Ｉ
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
そ
の
他
の
４
Ｉ
Ｒ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
最
適
化
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
追
跡
、
持
続
可

能
性
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
実
現
。
ス
コ
ー
プ
３

の
排
出
量
を
42
％
削
減
し
、

ス
コ
ー
プ
１
お
よ
び
２
の
排

出
量
を
24
％
削
減
。
リ
サ
イ

ク
ル
材
料
の
含
有
率
を
55
〜

75
％
に
増
加
さ
せ
た
。

　
合
肥
ミ
デ
ア
・
ウ
ォ
ッ
シ

ン
グ
・
マ
シ
ン
（
中
国
、
合

肥
）
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
洗
濯
機
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
持
続
可
能
性
の
リ
ー
ダ

ー
で
も
あ
る
同
社
は
、
排
出

量
を
削
減
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
最
適
化
す
る
た
め

に
、
24
の
４
Ｉ
Ｒ
ユ
ー
ス
ケ

ー
ス
を
実
施
。
ス
コ
ー
プ
１

お
よ
び
２
の
排
出
量
を
36
・

４
％
、
ス
コ
ー
プ
３
の
排
出

量
を
26
・
０
％
削
減
。
太
陽

光
発
電
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
31

％
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
水
の
40
％
が
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
、
廃
棄
物
を
22
・
１

％
削
減
し
た
。

　
青
島
ビ
ー
ル
青
島
工
場

（
中
国
、
青
島
）
は
、
工
場

に
お
け
る
ビ
ー
ル
の
醸
造

は
、
従
来
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
高
度
な

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
用
し
、
ビ
ー
ル
生
産
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
炭
素
強

度
の
削
減
を
目
的
と
し
た
25

の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
展
開
。

単
位
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

25
％
削
減
し
、
ス
コ
ー
プ
１

お
よ
び
２
の
排
出
量
を
57
％

削
減
、
ス
コ
ー
プ
３
の
排
出

量
を
13
％
削
減
し
た
。

持
続
可
能
性
の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
３
工
場

Ｅ
２
Ｅ
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
２
工
場

第
４
次
産
業
革
命
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
17
工
場

た
。

　
ベ
コ
・
デ
ィ
ッ
シ
ュ
ウ
ォ

ッ
シ
ャ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
（
ト

ル
コ
、
ア
ン
カ
ラ
）
は
、
高

品
質
な
食
器
洗
浄
機
の
需
要

の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
、

35
以
上
の
社
内
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
」
に
統

合
し
、
４
Ｉ
Ｒ
へ
の
変
革
を
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

高
速
で
ピ
ッ
ク
＆
プ
レ
ー
ス

２
種
類
の
デ
ル
タ
ロ
ボ
ッ
ト

シュナイダーエレクトリック

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
は
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
を
含
む
モ
ー
シ
ョ
ン
系
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｕ
ｍ
（
レ
ク
シ
ウ
ム
）
」
に
つ
い
て
、

２
軸
動
作
の
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
、
３
―
５
軸
動
作
の
Ｐ
シ

リ
ー
ズ
の
２
種
類
の
デ
ル
タ
ロ
ボ
ッ
ト
を
12
月
23
日

か
ら
発
売
す
る
。

　
デ
ル
タ
ロ
ボ
ッ
ト
は
ゲ
ン

コ
ツ
ロ
ボ
ッ
ト
、
パ
ラ
レ
ル

リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
と
も
言
わ

れ
、
高
速
動
作
が
特
長
で
、

コ
ン
ベ
ア
等
の
搬
送
ラ
イ
ン

上
を
流
れ
る
部
品
や
部
材
を

つ
か
ん
で
、
指
定
場
所
へ
移

動
さ
せ
る
ピ
ッ
ク
ア
ン
ド
プ

レ
ー
ス
作
業
を
得
意
と
す
る

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
。
特
に
食

料
品
や
日
用
品
な
ど
大
量
生

産
で
製
品
単
価
が
低
い
商
材

の
生
産
現
場
で
の
人
手
作
業

を
自
動
化
す
る
も
の
と
し
て

有
効
だ
が
、
ま
だ
導
入
は
大

手
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
素
材
に

折
れ
に
く
く
、
水
に
も
強
い

Lexium T、P デルタロボット

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
、
バ
ー
タ

イ
プ
の
イ
オ
ナ
イ
ザ
「
Ｓ
Ｊ

―
Ｑ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し

た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
電
極
針
の
交

換
が
10
年
、
電
極
針
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
も
１
年
は
不
要
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
の
イ

オ
ナ
イ
ザ
。
イ
オ
ン
の
発
生

状
況
を
Ｈ
ｉ
―
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｉ
．
Ｃ
．
Ｃ
．
で
常
時
監
視

し
、
針
が
摩
耗
し
て
も
そ
れ

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ

ク
ト
は
、
ハ
ー
ネ
ス
に
最
適

な
圧
着
端
子
接
続
式
コ
ネ
ク

タ
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
プ
ッ

シ
ュ
イ
ン
タ
イ
プ
の
ス
プ
リ

長
リ
ー
チ
で
高
重
量
可
搬

協
調
ロ
ボ
ッ
ト
に
新
機
種

オムロン

メ
ン
テ
フ
リ
ー
で
高
性
能

バ
ー
タ
イ
プ 
イ
オ
ナ
イ
ザ

キーエンス

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

�

統
合
制
御
環
境
を
提
供

ス
テ
ン
レ
ス
を
標
準
採
用
。

他
社
の
デ
ル
タ
ロ
ボ
ッ
ト
の

ア
ー
ム
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
使
う

も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
破
損
時
に
は
炭
素

繊
維
が
飛
散
し
て
ワ
ー
ク
に

混
入
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
あ

え
て
ス
テ
ン
レ
ス
製
を
標
準

独
自
回
路
で
低
コ
ス
ト

Ａ
Ｇ
Ｖ
用
誘
導
セ
ン
サ

エ
ヌ
エ
ー

　
エ
ヌ
エ
ー
は
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
な

ど
無
人
搬
送
車
用
誘
導
セ
ン

サ
「
Ｍ
Ｅ
―
９
０
１
７
Ａ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
デ
ジ
タ
ル
４

ｂ
ｉ
ｔ
の
パ
ラ
レ
ル
出
力

で
、
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ト
を

走
行
す
る
Ａ
Ｇ
Ｖ
に
最
適
な

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

優
れ
た
誘
導
セ
ン
サ
。
独
自

の
回
路
設
計
で
ロ
ー
コ
ス
ト

を
実
現
し
、
出
力
ｂ
ｉ
ｔ
数

が
少
な
い
た
め
に
制
御
パ
タ

ー
ン
も
少
な
く
、
細
か
い
設

定
を
せ
ず
に
使
用
可
能
。
部

品
点
数
を
減
ら
し
、
消
費
電

力
を
抑
え
て
お
り
、
電
気
使

用
量
を
低
く
抑
え
て
い
る
。

　
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
シ

ー
ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
の
４
ｂ
ｉ
ｔ
、
８

ｂ
ｉ
ｔ
、
16
ｂ
ｉ
ｔ
出
力
と

ア
ナ
ロ
グ
出
力
の
４
種
類
を

用
意
し
て
い
る
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
リ
ニ

ア
搬
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
て
装
置
の
駆
動
系

を
提
供
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
１
台
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

「
Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
」

で
装
置
全
体
の
モ
ー
シ
ョ
ン

制
御
を
行
う
統
合
制
御
環
境

を
提
供
し
て
い
る
＝
図
。

　
通
常
、
複
数
台
の
駆
動
系

機
器
で
構
成
さ
れ
る
装
置

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
１
台
ご
と
や

搬
送
シ
ス
テ
ム
、
モ
ー
タ
そ

れ
ぞ
れ
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が

１
対
１
で
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
同

士
の
通
信
環
境
の
整
備
や
、

動
き
を
同
期
さ
せ
る
た
め
の

複
雑
な
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

複
数
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
の
設

計
作
業
な
ど
開
発
難
易
度
が

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
体

を
丸
洗
い
洗
浄
で
き
る
Ｉ
Ｐ

65
準
拠
モ
デ
ル
も
完
備
し
、

食
料
品
製
造
業
に
導
入
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

　
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
は
２
軸
動
作

で
可
搬
重
量
最
大
60
㌔
㌘
、

Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
３
―
５
軸
で

可
搬
重
量
最
大
15
㌔
㌘
に
ま

で
対
応
し
て
い
る
。

高
く
、
工
数
も
か
か
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
同
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
「
Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ

ｅ
」
１
台
で
全
て
の
駆
動
機

器
の
制
御
を
集
約
で
き
、
制

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
協
調
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｔ
Ｍ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」

に
つ
い
て
、
リ
ー
チ
長
１
９

０
０
㍉
㍍
・
25
㌔
㌘
の
高
重

量
可
搬
タ
イ
プ
の
「
Ｔ
Ｍ
25

Ｓ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
31
の
安
全
機

能
を
備
え
た
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

で
、
Ｔ
Ü
Ｖ
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｄ
に

よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

１
３
８
４
９
―
１
の
カ
テ
ゴ

リ
３
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ

ベ
ル
Ｐ
Ｌ
ｄ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
１

０
２
１
８
―
１
安
全
規
格
に

適
合
。
Ｕ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ａ
認
証

も
取
得
し
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
搭

載
し
て
い
る
の
が
最
大
の
特

長
で
、
検
査
、
計
測
、
仕
分

け
、
位
置
決
め
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
程
で
活
用
が
で
き

簡
単
に
位
置
決
め

小
型
イ
ン
バ
ー
タ

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
多
機
能
型

小
型
イ
ン
バ
ー
タ
「
３
Ｇ
３

Ｍ
Ｘ
２
―
Ｖ
２
」
を
発
売
し

た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
簡
易
位
置
決

め
機
能
を
搭
載
し
、
90
度
位

相
差
エ
ン
コ
ー
ダ
入
力
で
の

位
置
決
め
（
〜
32
ｋ
Hz
）
、

単
相
パ
ル
ス
入
力
で
の
位
置

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
。
照
明
も
内
蔵
し
、
ビ
ジ

ョ
ン
タ
ス
ク
を
設
定
し
て
す

ぐ
に
利
用
で
き
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
ハ
ン

ド
ガ
イ
ド
と
次
世
代
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
さ
ら

に
簡
単
に
な
っ
た
。
内
蔵
ハ

ン
ド
ガ
イ
ド
機
能
を
使
用
し

て
簡
単
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

き
、
ア
ー
ム
を
目
的
の
位
置

ま
で
移
動
し
、
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
位
置

の
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

決
め
（
〜
32
ｋ
Hz
）
が
可

能
。
通
信
ユ
ニ
ッ
ト
を
装
着

す
る
こ
と
で
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ

Ａ
Ｔ

通
信
に
対
応
。
簡
易

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
機
能
を
搭

載
し
、
簡
単
な
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
を
イ
ン
バ
ー
タ
単
体
で

実
行
で
き
る
。

　
ま
た
Ｐ
Ｍ
モ
ー
タ
制
御
で

高
効
率
な
Ｐ
Ｍ
モ
ー
タ
に
対

応
し
省
エ
ネ
を
促
進
。
セ
ン

サ
レ
ス
ベ
ク
ト
ル
制
御
と
オ

ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
機
能
を

搭
載
し
、
０
・
５
Hz
で
２
０

０
％
の
高
始
動
ト
ル
ク
を
実

現
。

　
Ｅ
Ｎ
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
４

９
―
１
（
安
全
カ
テ
ゴ
リ
３

／
Ｐ
Ｌ
ｅ
）
、
安
全
機
能 

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
０
０
―
５
―

２
セ
ー
フ
ト
ル
ク
オ
フ
（
Ｓ

Ｔ
Ｏ
）
機
能
、
２
安
全
入
力

＋
Ｅ
Ｄ
Ｍ
（
セ
ー
フ
テ
ィ
モ

ニ
タ
）
出
力
を
搭
載
し
、
セ

ー
フ
テ
ィ
機
能
も
豊
富
。
出

力
周
波
数
最
大
５
９
０
Hz
ま

で
対
応
し
て
い
る
。

圧着端子接続式コネクタ

プッシュイン型登場
フエニックス・コンタクト

御
開
発
工
数
の
削
減
や
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
現
場
へ
の
導
入

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
、
動
き
や
同
期
を
追
い

込
む
こ
と
が
で
き
、
装
置
ス

ピ
ー
ド
や
精
度
の
向
上
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

ン
グ
接
続
式
コ
ネ
ク
タ
・
プ

ラ
グ
「
Ｄ
Ｄ
31
Ｐ
Ｓ
」
を
発

売
し
た
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
２
・
５
、

３
・
81
、
５
・
08
㍉
㍍
ピ
ッ

チ
（
１
段
ま
た
は
２
段
型
）

の
圧
着
端
子
接
続
式
コ
ネ
ク

タ
で
、
電
線
対
基
板
、
電
線

対
電
線
（
中
継
）
、
パ
ネ
ル

貫
通
の
電
線
接
続
か
ら
選

べ
、
基
板
間
・
機
器
間
で
あ

ら
か
じ
め
電
線
長
さ
が
決
ま

っ
て
い
る
ハ
ー
ネ
ス
に
最

適
。
嵌
合
ロ
ッ
ク
、
組
み
込

み
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
産
業

用
途
に
必
要
な
機
能
を
備
え

て
い
る
。
ハ
ー
ネ
ス
で
の
供

給
も
対
応
し
て
い
る
。

　
今
回
、
新
た
に
３
・
81
㍉

㍍
ピ
ッ
チ
の
２
段
型
、
プ
ッ

シ
ュ
イ
ン
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
追
加
。
電
線
先
端

の
被
覆
を
む
き
、
オ
レ
ン
ジ

の
ボ
タ
ン
を
押
し
な
が
ら
挿

入
口
へ
挿
し
込
む
と
接
続
が

完
了
。
電
線
の
先
端
に
フ
ェ

ル
ー
ル
を
取
り
付
け
る
と
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
す
る
だ
け
で
配

線
で
き
、
現
場
で
簡
単
に
短

い
時
間
で
作
業
が
で
き
る
。

に
応
じ
て
印
加
電
圧
を
自
動

昇
圧
し
て
除
電
品
質
を
保

つ
。
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ

ｃ
エ
ア
が
電
極
針
と
同
軸
で

包
み
込
む
よ
う
に
噴
射
す
る

た
め
、
外
気
エ
ア
か
ら
の
汚

れ
を
寄
せ
付
け
ず
に
汚
れ
を

防
止
す
る
。

　
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
は
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

３
Ｖ
の
高
精
度
。
電
極
針
か

ら
の
電
界
の
影
響
を
抑
え

て
、
ス
イ
ン
グ
電
圧
を
極
小

化
し
、
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
を

10
倍
向
上
。
高
精
度
な
除
電

を
実
現
し
、
静
電
破
壊
ト
ラ

ブ
ル
や
異
物
付
着
リ
ス
ク
を

極
限
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
除
電
速
度
は
０
・
１

秒
の
高
速
除
電
が
可
能
。
Ｉ

ｎ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
機
構
に
よ
っ

て
、
従
来
よ
り
も
高
速
で
除

電
で
き
、
除
電
時
間
の
短
縮

に
加
え
、
従
来
２
台
必
要
だ

っ
た
高
速
搬
送
さ
れ
る
対
象

物
で
あ
っ
て
も
１
台
で
対
策

が
可
能
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
大

幅
に
低
減
で
き
、
10
年
使
っ

た
場
合
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
従
来
モ
デ
ル
に
比
べ

て
、
イ
オ
ナ
イ
ザ
に
か
か
る

工
場
エ
ア
使
用
の
費
用
は
88

％
削
減
、
電
極
針
の
交
換
費

用
は
１
０
０
％
減
の
０
円

に
、
電
極
針
の
清
掃
に
か
か

る
費
用
は
96
％
削
減
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

エ
ム
ジ
ー 

ロ
ー
ド
セ
ル

�

25
種
類
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

摩
擦
ト
ル
ク
大
幅
減

低
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ル
ね
じ

ＮＳＫ

　
エ
ム
ジ
ー
（
旧
社
名
エ
ム

・
シ
ス
テ
ム
技
研
）
は
、
ロ

測
定
、
ホ
ッ
パ
ー
な
ど
の
重

量
測
定
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

　
同
社
は
、
一
般
的
な
形
状

の
圧
縮
型
ロ
ー
ド
セ
ル
10
機

種
、
フ
レ
ー
ム
や
ハ
ウ
ジ
ン

グ
か
ら
張
り
出
し
た
状
態
で

使
用
し
、
３
個
か
ら
４
個
を

１
セ
ッ
ト
で
は
か
り
用
な
ど

に
使
う
ビ
ー
ム
型
ロ
ー
ド
セ

ル
を
２
機
種
、
上
下
に
ロ
ッ

ド
エ
ン
ド
や
ア
イ
ボ
ル
ト
な

ど
を
取
り
付
け
て
使
用
す
る

引
張
圧
縮
両
用
型
ロ
ー
ド
セ

ル
を
13
機
種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

す
る
。
ま
た
ロ
ー
ド
セ
ル
用

の
信
号
変
換
器
や
デ
ジ
タ
ル

パ
ネ
ル
メ
ー
タ
、
警
報
設
定

器
、
リ
モ
ー
ト
Ｉ
／
Ｏ
、
ウ

ェ
イ
ン
グ
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
な

ど
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
機
器

を
取
そ
ろ
え
て
お
り
、
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
機
器
と
あ
わ
せ

て
ロ
ー
ド
セ
ル
販
売
を
強
化

す
る
。

　
Ｎ
Ｓ
Ｋ
（
日
本
精
工
）

は
、
工
作
機
械
向
け
の
低
フ

リ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ル
ね
じ

「
Ｍ
Ｔ
―
Ｆ
ｒ
ｉ
ｘ
」
を
開

発
し
、
２
０
２
５
年
４
月
か

ら
発
売
す
る
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
解
析
技
術
で

ボ
ー
ル
ね
じ
内
部
の
ボ
ー
ル

と
溝
の
接
触
状
態
を
高
精
度

に
解
明
し
て
内
部
仕
様
を
最

適
化
し
、
寸
法
は
そ
の
ま
ま

に
、
剛
性
を
維
持
し
な
が
ら

動
摩
擦
ト
ル
ク
を
従
来
品
比

で
50
％
低
減
。
こ
れ
に
よ
り

ボ
ー
ル
ね
じ
駆
動
時
の
発
熱

を
最
大
40
％
低
減
を
実
現
し

た
。

　
製
品
名
の
Ｍ
Ｔ
―
Ｆ
ｒ
ｉ

ｘ
は
、
Ｍ
Ｔ
（
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

ｎ
ｅ
　
Ｔ
ｏ
ｏ
ｌ
ｓ
（
工
作

機
械
）
の
頭
文
字
）
＋
Ｆ
ｒ

ｉ
ｘ
（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

を
元
と
し
た
造
語
）
で
、
意

味
は
、
「
工
作
機
械
用
途
に

最
適
な
摩
擦
特
性
を
持
つ
ボ

ー
ル
ね
じ
」
。
工
作
機
械
に

対
し
て
、
発
熱
の
低
減
に
よ

っ
て
軸
の
伸
び
量
を
最
大
40

％
低
減
し
位
置
決
め
精
度
の

低
下
を
軽
減
し
、
動
摩
擦
ト

ル
ク
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
も
最
大
50
％
削

減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
。

ー
ド
セ
ル
25
機
種
の
発
売
を

開
始
し
た
。

　
ロ
ー
ド
セ
ル
は
、
力
（
質

量
、
ト
ル
ク
）
を
検
出
す
る

セ
ン
サ
で
、
電
子
は
か
り
、

試
験
機
、
流
量
計
な
ど
の
各

種
測
定
器
や
ワ
イ
ヤ
の
張
力

圧縮型

ビーム型引張圧縮両用型

ＴＭ25Ｓ ＤＤ31ＰＳ

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A

2024年10月から社名を変更しました



（3）　　　２０２４年（令和６年）１０月３０日
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ップにIDの書き込みをしたRFIDタグ・ラベルの活用
がある。
　コラムでは、ラベルを発行するために重要な「ラベ
ルプリンター」を工場（製造現場）に導入するときの
ポイントや、サトーの製造現場向けラベルプリンター
を紹介している。

■�カワダロボティクス、「キッティング作業の自
動化ロボットシステム」をThinkerと共同開
発

　カワダロボティクス、「キッティング作業の自動化
を可能とするロボットシステム」のプロトタイプを
Thinkerと共同開発した。
　キッティング（kitting）とは、製造現場では「特
定のプロダクトの組み立てに必要な部品や材料などを
そろえて準備する作業」を意味し、これまでもロボッ
トによるキッティングの自動化が検討されてきたが、
異なる種類の部品を柔軟に扱うことができるロボット
ハンドがなく、それに対応しようとするとシステムが
大型化してしまうことが、実現の大きなハードルとな
っていた。
　 そ れ に 対 し て 今 回 の 共 同 開 発 で は 、
「NEXTAGE」を近接覚センサの力で多種の部品に
も 柔 軟 に 対 応 で き る T h i n k e r の ロ ボ ッ ト ハ ン ド
「Think Hand F」と組み合わせて用いることによ
り、従来のキッティング自動化の課題解決を図る。

■�住友重機械工業、SCREEN SPE社の子会社
の半導体製造装置メーカーの仏LASSE社を買
収　

　住友重機械工業は、SCREENセミコンダクターソ
リューションズ（SCREEN SPE社）の半導体製造装
置事業を営むフランス子会社Laser  Systems& 
Solutions of Europe SASU（LASSE社）の株式を
100％取得する。SCREEN SPE社からの株式譲渡は
2024年11月の予定。
　LASSE社は半導体製造装置事業会社SCREEN SPE
社の100%子会社で、レーザアニール装置の開発・製
造・販売をし、グローバルに顧客とのネットワークが
ある。独自のレーザ発振器技術を保有し、半導体製造
プロセスでのレーザアニール技術を公的研究機関と共
同研究開発も進めている。

■�NSK、工作機械主軸用軸受の解析ツール「MT-
Click!Speedy」を開発

　NSK（日本精工）は、工作機械主軸用軸受の解析
ツール「MT-Click!Speedy」を開発した。
　同ツールを使うことによって、工作機械の主軸に多
く使用されるアンギュラ玉軸受と円筒ころ軸受につい
て、ユーザー自身が同社のノウハウに基づいた解析を
簡単・スピーディーに実施できるになり、軸受選定の
時間を大幅に短縮できるようになる。

■�ジェイテクト、ノーコードでAIを活用できるプ
ラットフォームを内製

　ジェイテクトは、検査工程などにおいてプログラミ
ング不要で容易に使用できるノーコードAI活用プラ

■�オムロン、セキュリティ脆弱性のCVE採番機
関に認定

　オムロンは、セキュリティの脆弱性に関する国際的
な取り組みであるCVEプログラムにおいて、脆弱性
識別子（CVE ID）を自社で採番できるCVE採番機関
（CNA）として認定された。
　今回のCNA認定によって、グループの製品・サー
ビスに影響を与える脆弱性に対して、これまで外部に
依頼していたCVE ID採番を自社で行い、より速やか
にその情報公開ができるようになる。

■�日東工業、カプセルトイの専用サーバーラック
のミニチュアセットを監修

　日東工業とエーピーコミュニケーションズは、カプ
セルトイ「手のひらネットワーク機器」について、サ
ーバーラックのミニチュア「日東工業サーバーラック
FSシリーズ」を監修した。
　国内データセンターでサーバーラックの導入実績を
多数持つ日東工業が監修したサーバーラックのミニチ
ュアは、本物さながらの精巧な作りとなっており、ド
アと側板の取り外しが可能。冷却ファン、ケーブルホ
ルダー、ケーブルパネル、電源タップ、棚板、ブラン
クパネルといった付属のオプションパーツも取り付け
ることができる。

■�IMV、QPS研究所への水冷式大型振動試験機
「Kシリーズ」導入事例を公開

　IMVは、QPS研究所への水冷式大型振動試験機「K
シリーズ」導入事例を公開した。
　QPS研究所は世界トップレベルの高精細小型レー
ダー衛星「QPS-SAR」の開発・製造・運用を行う宇
宙開発企業。受託試験場はスケジュール調整が必要か
つ、モノや人が移動する時間もかかるため、自社に装
置があればいつでも試験ができ、期間短縮につながる
ことを理由に採用に至った。

■�サトー、コラム公開「ラベルプリンターは工場
・製造現場に必須！導入時のポイントとは」

　サトーは、お役立ちコラム「ラベルプリンターは工
場・製造現場に必須！導入時のポイントとは」を公開

所を移転し、併設ショールームを拡充した。
　 新 設 し た シ ョ ー ル ー ム で は 、 最 新 機 種 の
「NXTR」を⽤いた最先端の⽣産フロア⾃動化シス
テムを展⽰し、実際にデモンストレーションが可能。
⼈⼿不⾜や⼈件費の上昇を背景に需要が年々拡⼤して
いる⼿挿⼊部品の基板組み付け⼯程を⾃動化する装置
も導⼊している。

イベントセミナー

■�HMS、11月6日と12月4日にWEBセミナー
「Ewonを使ってリモートアクセス」

　HMSインダストリアルネットワークは、11月6日
と12月4日にEwon製品のWEBセミナー「Ewonを使
ってリモートアクセス」を開催する。
　11月6日は「Talk2m proでスマート運用」とし、簡
単かつ安全に機械に接続し、遠隔監視やデータ収集が
でき、産業用リモート接続を実現するクラウドサービ
ス「Talk2m」をテーマに実施する。Talk2mの無料
プランと有料プランの違いや各プランの選び方などを
解説。
　12月4日は「Ewon製品を使いこなす」とし、産業
用リモートアクセスについて紹介する。

■�コンテック、11月1日ウェビナー「使い慣れ
たRaspberry Piを産業PLCで活用する方法
とは」

　コンテックは、11月1日にウェビナー「使い慣れた
Raspberry Piを産業PLCで活用する方法とは～
CODESYS搭載のラズパイベースの産業向けオールイ
ンワンPLCで、柔軟性とコスト削減を実現する～」
を開催する。リクエストが多かったことから、9月に
行ったものの再放送（録画配信）を実施する。
　セミナーでは、同社が提供する「CODESYS搭載
Raspberry Piオールインワンコントローラ」を用い
て、柔軟かつ低コストで工場の自動化を実現する方法
を、具体的な事例を交えて詳しく解説。スマートファ
ク ト リ ー や ス マ ー ト シ テ ィ の 実 現 に 向 け て 、
Raspberry Piを産業用途でも活用したい方、既存の
PLCの拡張性や柔軟性に課題を感じている方、低コ
ストで生産ラインやシステムの自動化を検討している
方に特におすすめとなっている。

■�MECHATROLINK協会、11月12日に東京
で「MECHATROLINK-4開発者セミナー」
開催

　MECHATROLINK協会は、11月12日に東京・安
川電機東京支社で、MECHATROLINK-4 対応製品
に関する「MECHATROLINK-4 開発者セミナー」
を開催する。
　セミナーでは、MECHATROLINK-4通信の詳細お
よび対応製品開発について紹介し、受託開発パートナ
ーによる製品・サービスに関するプレゼンテーショ
ン、デモ機での技術紹介も行う。

した。
　工場をはじめと
す る 製 造 現 場 で
は、原材料や商品
の在庫管理、資産
管理、作業工程管
理などのさまざま
な管理が必要とな
り、作業品質の担
保や確認にかかる
時間を短縮する方
法として、バーコ
ード・2次元コー
ドなどの印字をし
たラベルやICチ

ットフォームを内製した。生産現場でのAI導入にか
かる障壁をなくし、デジタルモノづくりを加速する。
　ステアリング、駆動製品、軸受など多岐にわたる生
産工場を持つ同社のモノづくり課題を解決するソリュ
ーションとして開発し、AI・ソフトウエア人材と生
産技術部門が連携し、アジャイル開発により創出した
AI活用プラットフォームで、学習モデル構築などAI
活用に関する各サービスをノーコードで使用でき、
「マイクロサービスアーキテクチャ」によりサービス
を自由に組み込みできるようになっている。

■�TDK、PiezoStator超音波アクチュエータの
製品ポータルを公開

　TDK、PiezoStator超音波アクチュエータの製品ポ
ータルを公開した。
　PiezoStator超音波アクチュエータはコイルも磁石
も使わない積層圧電体の力で動かすモータの構成部
品。スライダや回転体と組み合わせることで直動運動
や回転運動を軽量・低背・静音で実現でき、センサと
の併用で高精度の位置決めが可能となる。ラック＆ピ
ニオンの機構を必要としない動作原理で作用させるた
め従来の「モータ」ではスペースや重量の制約により
搭載が難しかった小型のメカ、また磁界を嫌う環境で
の用途で真価を発揮する。

移転・オープン

■�ニデック、滋賀県栗東市に工作機械の総合展示
場「テクニカルセンター」を設立

　ニデックグループは、滋賀県栗東市のニデックマシ
ンツールの敷地内に、工作機械の総合展示場として
「テクニカルセンター」を建設する。2025年11月に
竣工予定。
　「総合工作機械メーカーのニデック」として、旋
盤、マシニングセンタ、歯車工作機械、レーザ加工機
などグループの主要な工作機械を展示するほか、旋削
・切削・研削加工・金属積層造形など当社が誇るさま
ざまな技術・ノウハウをベースとした、最適な加工ソ
リューションの提案も行う。

■�正興電機製作所、北九州市にひびきの研究開発
センターを建設

　正興電機製作所は、福岡県北九州市の北九州学術研
究都市（ひびきの）に、産学官連携による最先端の製
品および技術開発を推進する研究開発拠点「ひびきの
研究開発センター（仮称）」を建設する。完成は
2026年4月の予定。

■FUJI、中国東莞事務所を移転しショールーム
を拡充

　FUJIは、グループ会社のFUJI MACHINE CHINA 
CO.,LTDの中国華南地区の基幹拠点である東莞事務
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■�シーメンス（ブースE5008）
Siemens Xcelerator　ソフトとハードの両方で
DXを支援
シーメンスは、「Siemens Xcelerator」のコンセ

プトでソフトウエアとハードウエアの両方でDXを支
えるソリューションを展示する。
ハードウエア・ソリューションは、シーメンスの

CNCであるSINUMERIKとロボットを接続したコン
セプト機を展示する。通常の工作機械同様のコードで
ロボット加工を実現するソリューションとなってい
る 。 さ ら に 、 最 新 の C N C コ ン ト ロ ー ラ ー
SINUMERIK ONEとショップフロアのDXをサポー
トするMCenterを日本で初公開する。
ソフトウエア・ソリューションは、統合エンジニア

リングツールのNXを中心に、CAD/CAE/CAM/
CMM領域を12月にリリース予定の最新バージョンと
併せて展示。また、近年ユーザー数が拡大傾向にある
流体解析のSTA-CCM+、アディティブ・マニュファ
クチャリング・ソリューションも紹介する。

■�シナノケンシ（ブースE7045）
製造現場の「自動化」と「省人化」を実現する
ASPINAロボティクス製品
シナノケンシは、製造現場の「自動化」と「省人

化 」 を 実 現 す る

ASPINAロボティク
ス製品を提案する。
製造現場向け自動

搬 送 ロ ボ ッ ト
「AspinaAMR」に
協働ロボット向け「ASPINA電動ロボットハンド」を
搭載した、自走ロボットアーム（モバイルマニピュレ
ータ）型AMRのデモンストレーションを行い、製造
現場での具体的な使用をイメージできる展示を行う。
ロボットアームとハンドが「手」、AMRが「脚」の役
割を担い、搬送物の受け取り、移動しながら作業、搬
送先での受け渡しまでを自律的に行うことができる。

■�たけびし（ブースE7053）
OPC UA情報モデルを活用したデータ連携の実現方
法を提案
　たけびしは商社でありながら、国際標準の通信規格
「OPC UA」対応のオリジナル商品を開発・販売し、
生産現場のマルチベンダー化をリードしてきたベンダ
ー。ブースでは「OPC UA情報モデル」を活用して、
ベンダー独自の通信仕様とデータ構造を吸収し、デー
タ連携をスムーズかつセキュアに実現する方法を提案
する。
　主力製品の産業用通信ソフトウエア「デバイスエク
スプローラOPCサーバー」は、400シリーズ/100ベン
ダー以上の制御機器にアクセス可能なOPCサーバー
ソフトウエア。「OPC UA」は機器ごとに業界共通の
「情報モデル」を取り決めてデータを交換しやすいよ
うになっており、相互運用性や拡張性の高さから、普
及が進んでいる。

■�THK（ブースW2017）
最先端の自働化～あらゆる動きを技術とサービスでサ
ポート～
　THKは、「最先端の自働化～あらゆる動きを技術
とサービスでサポート～」をブーステーマに、工作機
械の高性能化を実現する要素部品をはじめ、調達・設
計・組立工程の負荷軽減とコンパクト化・高精度化を
両立するモジュール製品、製造現場の自動化を促進す
るロボット関連製品、生産プロセスの総合効率化を最
大化するIoTサービス ｢OMNIedge｣ を展示する。
　高加減速対応・低摺動ミニチュアLMガイドや超低

ウェービングLM
ガイド、工作機械
用超重荷重LMガ
イド「 N R - X /
NRS-X形」超ロ
ングブロックタイ
プをはじめ、日本
ロボット学会第29回実用化技術賞のフレキシブル次世
代搬送ロボット「SIGNAS-BM」、自由自在な搬送
で変種変量に対応する「次世代リニア搬送デモ機」、

OEE（設備総合効率）最大化プラットフォーム
「OMNIedge」など。

■�日東工器（ブースW4069）
迅速流体継手（カプラ）、省力化機械工具、電動ねじ
締めドライバなど
　日東工器は、一
回の操作で複数配
管を同時に接続す
る複数配管型迅速
流体継手「マルチ
カプラ」をはじ
め、回転する2色
の羽根で冷却水の
流れを目視で確認でき、射出成形品の品質の安定を低
コストで実現する「フローモニター」、各種産業機器
への組込み用として最適な真空ポンプ、切削液回収作
業の省人化・省力化が可能な切削液回収装置、ロボッ
トに確実に固定可能な自動機対応エアツールシリー
ズ、強力バッテリとブラシレスモータを搭載したコー
ドレスタイプの手持ち工具、外部起動が可能な電動ド
ライバシリーズ、電気を使わずに静かにゆっくり閉ま
るスライディングクローザなどを展示する。

■�日東工業（ブースE7151）
WEBを使って手軽にキャビネットをカスタマイズ
　日東工業は、「スマートオーダーキャビネット」と
「CABIoT」を提案する。
スマートオーダーキャビネットは、Webでの入力

でキャビネットのカスタマイズが手軽に実現できるサ
ービス。寸法指
定、キャビネット
穴加工、色変更、
扉組替、基板組替
・加工、側面組替
・加工、背面組
替、下面組替など
カスタマイズで
き、バリエーションは1000万種超をそろえている。設
計から見積もりまでWEBシステムで簡単、時短がで
き、注文から4～7日で出荷に対応している。
　また「CABIoT」はあらゆる盤・キャビネット・施
設などの熱環境を遠隔監視し、予知保全や環境改善に
つなげるIoTサービス。

■�日本精工（ブースW2026）
『MORE THAN PRECISION』　あたらしい動き
が、次の世界をつくりだす。
　日本精工（NSK）は、「『MORE  THAN 
PRECISION』　あたらしい動きが、次の世界をつく
りだす。」をコンセプトに、同社が追い求め続けてい
る「モノづくり」と、地球環境への貢献の両輪で、さ
まざまな製品・サービスを展示する。
　工作機械主軸用精密単列円筒ころ軸受「ロバストラ
イド（ROBUSTRIDE）」をはじめ、工作機械向け低
フリクションボールねじ「MT－Frix」、設備診断エ
キスパートが支援する状態監視ソリューション等を紹

介する。

■�ハーティング
（ブースE7069）

工作機械の接続を効率化、省スペース化する製品
群
ハーティングは、工作

機械の接続を効率化、省
スペース化する製品をご
紹介する。
　ブースでは、同社が業
界標準を確立した防塵防
水モジュラー式角型コネ
クタの新製品、1ペア線のみを使用した新イーサ
ネット伝送技術のシングルペアイーサネット用コ
ネクタ、新規格小型イーサネットインターフェー
ス、丸型コネクタ、堅牢かつ多彩な機能を備えた
イーサネットスイッチなど各種接続製品を提案す
る。
　また、設備の故障兆候検知や機械の制御などに
ラズベリーパイをベースにした低コストで手軽に
導入可能なエッジ・コンピュータ、産業用ラズパ
イのデモ・展示も行う。

■�ハイウィン（ブースW2051）
「Eco Solutions for Green」で持続可能なもの
づくりを支援
ハイウィンは、「Eco Solutiongs for Green」をグ

ループのESGテーマとして掲げ、持続可能なものづ
くりを支援する環境に配慮する製品群を「工作機械ソ
リューション」と「周辺機器トータルソリューショ
ン」の２つの軸に分けて展示する。
工作機械ソリューションでは、高速ロータリーテー

ブルや放電加工機向け水中用DDロータリーテーブ
ル、予知保全に貢献するi4.0シリーズとHIWINロー
タリーテーブル採用の工作機械などを提案するほか、
日本初出展のトルクモーターロータリーテーブル
「RAB630」は最高回転数1000min-1、5軸同期加工を
可能にする高速型で、航空宇宙部品や医療、EV等の
産業における需要急増に応える、高い加工効率と精度
を実現。特にフライス加工や複合旋盤の進化に貢献す
る。

■�ハイデンハイン（ブースE7123）
環 境 に 配 慮 し た 生 産 プ ロ セ ス （ G r e e n
Manufacturing）を実現する各種ソリューション
ハイデンハインは、クーラントや結露などの内部汚

染に対して飛躍的な耐性を兼ね備え、エアパージレス
での稼働が可能な新型アブソリュートリニアエンコー
ダ「LC 6」シリーズとアブソリュート角度エンコー
ダ「RNC 1」シリーズに搭載した最新の光学式走査
原理「True Image Technology」を提案する。
　その他、ワイヤレス通信式高精度タッチプローブ
「TS 460」、ツールプリセッタ・顕微鏡・外観検査
装置の3つの機能を一体化し、工具の摩耗や折損を迅
速かつ確実に検出するビジョンシステム「VT 
122」、加工エリアに常置可能で、レーザー式システ
ムと比べて各工具交換を最大6秒短縮するインダクテ
ィブ式工具折損検出器TD 110も出展する。

■�パトライト（ブースAM103）
ワイヤレス・データ通信システム「AirGRID WD」
シリーズ
パトライトは、ワイヤレス・データ通信システム

「AirGRID WD」シリーズを提案する。
　同システムは、信号灯をインターフェースにして無

線で設備稼働情報を取得可能。装置の年式やメーカ
ー、機種に関係なく「楽楽」導入でき、導入工事によ
る設備や生産への影響も少なくて「安心」。無線シス
テムなので増設やレイアウト変更も「楽楽」にでき、
スタートアップキットで「楽楽」とスモールスタート
ができる。

■�丸紅エレネクスト（ブースW3111）
海外のユニークなコネクタ、スイッチ、産業用部品を
紹介
　丸紅エレネクストは、海外のユニークなコネクタ、
スイッチ、産業用
部品を輸入販売し
ている専門商社。
　ブースでは、プ
レスマシンやベン
ディングマシンな
どの危険な装置で
使用される両手操作ユニットのスイッチの静電容量式
化ができる静電容量式両手スイッチとタッチセンサを
提案する。繰り返される押しボタンの押下作業のタッ
チ化により押さずに触れるだけでスイッチのON/
OFFができるIEC安全規格認証品を紹介。静電容量式
タッチセンサ付きの産業用ディスプレイや様々なご要
求に対応可能なスリップリング、コネクタも展示する。

■�三菱電機（ブースS2002）
Automating the World 絶えまない進化を、あな
たのものづくりへ。
　三菱電機は、「Automating the World 絶えまない
進化を、あなたのものづくりへ。」をコンセプトに、
前回2022年からの進化・成果について、CNCや放電
加工機、3Dプリンタ、DXなど様々なニーズに対応で
きる製品・ソリューションを提案する。
ワークショップでは、「NC加工AI診断ツールNC

MachiningAID～三菱電機CNCが目指す完全自動化ラ
イン～」で加工IoTデータの収集・診断で品質不良の
防止と加工最適化によるコスト削減を紹介。「ワイヤ
・レーザ金属3DプリンタAZ600～製造現場での実用
化に向けた取組み～」として、DED方式を採用した
金属3Dプリンタについて、ニアネットシェイプ工
法、異種金属造形、金型補修、溶接代替など最新事例
を紹介する。

■�リンスコネクト
（ブースE2009）

Windowsベースで制御する位置決め回転テーブ
ルと金属性LANコネクターケーブル
リンスコネクトは、

NKワークスとのコラボ
レーションでユニークな
製品群を紹介する。
　pL LEHMANNの測定
機用回転テーブルは、

Windowsベースで制御
する精密位置決め回転テーブル。DLLによる制
御で、面倒なGコードは不要、Windowsベースの
ソフトウエアで制御でき、I/Oへの接続も不要。
複数の回転軸もWidowsアプリケーションで制御
できるようになる。　
　METZ CONNECTのLANコネクターケーブル
RJ45は耐ノイズ性を考慮した特殊設計のRJ45金
属性組み立て式コネクタで、階層構造の配線で

NEXTの影響を低減し、基板内蔵でノイズカット
を実現している。

11月５日～10日　東京ビッグサイトJIMTOF 2024　主要FA企業　出展紹介
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カメラやピ
ッキングロ
ボットとの
連携により
多種多様な
ワークに対
応するピッ
キングロボ
ット用フィーダ「TRINITTE（トリニッテ）」など
を展示する。

■�キーエンス（ブースE7059）
今まで世の中になかった「世界初・業界初」の商品を
創造し、あらゆるものづくりに貢献
キーエンスは、顕微鏡・測定機など、お客さまの製

造・品質・研究開発に貢献する商品を取り扱い、今ま
で世の中になかった「世界初・業界初」の商品を創造
し、あらゆるものづくりに貢献している。
　ブースでは、３Dスキャナ型三次元測定機や画像寸
法測定器、三次元測定機など最新の測定機・顕微鏡な
どを展示。あらゆる立体形状を高精度に３D測定「３
Dスキャナ型三次元測定機」と、置いて押すだけ「画
像寸法測定器」などを提案する。

■�ケーメックス・オートメーション
（ブースE7063）

ゼロキャビネットコンセプトを実現する新製品
ケーメックス・オートメーションは、ヨーロッパ製

の様々な国際規格をとりそろえたケーブルやグラン
ド、丸型/角型コネクタ等の電子部材、IIoT・IO-
Link関連製品、センサ、ケーブルドラッグチェーン
（ケーブル保護）やラベル、産業・協働ロボット用の
アクセサリまで幅広い製品を豊富に取り扱っている。

　ブースでは、次世代の「ゼロキャビネットコンセプ
ト」を実現するMu r r e l e k t r o n i k社の新製品
「Vario-X」をはじめ、「省工数」「予知保全」をコ
ンセプトにIIOT対応の省配線システムや安全信号用
IOユニットの省配線システムを中心とした実機パネ
ル展示も実施。ファナック協働ロボットとケーブル保
護システム「Robotic-Kit」の実機展示も行う。

■�CKD（ブースW4052）
未来へつなぐソリューションを提案
　CKDは、「未
来へつなぐソリュ
ーション」をテー
マに、「生産性の
向上」「労働環境
の改善」「カーボ
ンニュートラルへ
の貢献」を実現す
る製品群を紹介す
る。
　生産性の向上では、エネルギー生産性の向上につな
がるものとして、電動アクチュエータスライダタイプ

EJSG、リモートI/O RTシリーズのほか、無線化の実
現で省配線・メンテ工数削減につながるものとして、
パイロット式3.5ポート弁プラグインブロックマニホ
ールドTVG、IO-Link Wireless入力ユニットWDを提
案。
　労働環境の改善では、フレックスアームFAW、コ
ンパクトアームCAW、Ai技術で生産設備に導入した
画像検査の事例などを紹介。カーボンニュートラルへ
の貢献では、パルスブローでエア消費量を削減するパ
ルスエアブローバルブの各種製品を展示する。

■�ifm efector（ブースE7058）
センサデータ活用でDX
ifm efectorは、「セン

サデータ活用でDX」をテ
ーマに、「クーラント装置
におけるIO-Linkセンサの
革新的な活用」として複数
のプロセス値をデジタル信
号で正確に伝送し、設備の状態監視とメンテナンスを
効率化するIO-Linkセンサ、「ツールチェンジャの正
確性」としてRFIDによるツールの迅速な識別と追
跡、「クランプ品質管理の効率化」としてギャップセ
ンサの活用などを例に、工作機械の見える化と生産性
の向上を提案する。

■�IDEC（ブースW4008）
製造工程間における、人と機械が安心して協働できる
労働環境を簡単に実現
　IDECは、「製造工程間における、人と機械が安心
して協働できる労働環境を簡単に実現」をコンセプト
に出展する。
　工程間搬送における部品供給の遅延を削減（自動
化）、身体的負荷の低減として、セーフティ・ホイー
ル・ドライブによるISO3691-4に適合した人と協働可
能な安全なAMR/AGVの簡単んな構築、PLCを使用
したAMRの制御を容易にするAMR向けのソフトウエ
アパッケージのほか、電動アシストホイールを用いた
重量物搬送の負荷軽減、工作機械のメンテナンス時の
安全対策、SNAP-IN式端子台による配線工数削減な
どを提案する。

■�アズビル
（ブースW4078）

NC旋盤の刃具破損を検知して製造ロスを大幅削
減！予兆検知ユニット
アズビルは、NC旋盤

のチッピングを検知して
製造ロスを大幅削減でき
る予兆検知ユニット
「U4D」を出展する。
　加工時に発生するチッ
ピングによる刃具の破損
は、加工品の廃棄や製造の無駄な時間など、多く
の金属加工業者にとって製造ロスの原因となって
いる。
　それに対しU4Dは、独自のチッピング検知ア
ルゴリズムでリアルタイムでチッピングを検知可
能。既存のNC旋盤のメーカーを問わずに後付け
し、簡単な設定と学習開始ボタンを押すだけで運
用開始できる。ユーザーによる試行錯誤やデータ
解析作業がいらず、加工プログラムの追加変更等
も一切不要で、迅速に予兆検知が始められる。

■�イグス（ブースE3005）
エンジニアリングプラスチック技術を活かした
motion plastics company
イグスは、自

動化への希求が
高まる工作機械
業界に向けて

motion plastics 
companyとし
て、エンジニア
リングプラスチ
ック技術を生かした直動だけでなく旋回用途にも対応
できるケーブル保護管のエナジーチェーン、可動ケー

ブルのチェーンフレックス、無潤滑リニアガイドのド
ライリンなど、メンテナンスフリーで長寿命化が実現
可能な樹脂製品を紹介する。
　また製造現場の自動化に貢献するロボットの3D動
作用ケーブル保護管トライフレックスRや、ローコス
トオートメーションとして協働型ロボットReBeL、
ロボット搬送7th axis、走行軸など自動化ソリューシ
ョンも展示する。

■�EPLAN
（ブースE2033）

電気設計から製造までデータがつながる 3D電気
CAD

　EPLANは、どうやって電気設計の効率化と自
動化ができるのか、制御盤のデジタルツインを活
用すると製造工程でどんなことができるのかなど
を紹介する。
　EPLANには、電気設計CAD「EPLAN 
Electric P8」、制御盤内3Dレイアウト設計
「EPLAN Pro Panel」、電気設計と機械設計の
連携ができるハーネス設計ソリューション
「EPLAN Harness proD」など、電気設計、制
御盤の設計に特化したソリューションが数多くあ
る。回路図をもっと効率的にかきたい、部品表を
自動で作成できたらうれしい、電気設計と機械設
計が連携できたらいいなと考えている、製造連携
を考えているなど、電気設計に関する課題や悩み
に対して解決策を提案する。

■�SMC（ブースW4057）
工作機械業界を支援するSMC Solution
　SMCは、「工作機械業
界 を 支 援 す る S M C 
Solution」をキャッチコピ
ーとして、新製品を含めた
エアマネジメントシステ
ム、増圧弁/排気エア再利
用タイプ、温調機器、電動
アクチュエータ、真空用機
器、イオナイザ、無線シス
テム、2/3ポートバルブ等
を展示する。

■�NTN（ブースW2052）
カーボンニュートラル実現、自動化・IoTによる生産
性向上に向けた革新技術の提案
　NTNは「カーボンニュートラル実現、自動化・
IoTによる生産性向上に向けた革新技術の提案」をテ
ーマに展示する。
　工作機械関連商品ゾーンでは、工作機械主軸用グリ
ース潤滑軸受向け樹脂保持器などグリース潤滑軸受の
高速回転対応を実現する新商品や新技術などを展示。
ソリューション商品ゾーンでは、工作機械主軸用

「センサー内蔵軸受ユニット」やセンサ内蔵転がり軸
受「しゃべる軸受」など軸受の異常検知に役立つ製品
群、自動・搬送機器商品ゾーンでは、外観検査を高速
に自動化する手首関節モジュール「i-WRIST」や、

リタール （ブースE2033）

制御盤製造のデータ連携と実装 
効率的な製造プロセス・実装のポイント紹介
リタールは「制御盤製造のデー

タ連携と実装」をテーマに、効率
的な制御盤の製造プロセスや実装
のポイントを紹介する。
　ブースは「Engineering（設
計）」「Panel builgind（制御盤
製造）」「The system」の3つの
エリアで構成し、一貫したデータ
による設計から製造までのデジタ
ルワークフローを体験できる。
はじめにEngineer ingで、

Eplanのソフトウエアソリューシ
ョンで設計・製造連携の土台とな
るデータ作成を体験し、次の

Panel Buildingで、そのデータで
製作されたサンプル盤を使って
「Eplan Smart Mounting」と
「Eplan Smart Wiring」で効率
的な部品組付け、配線作業を体験
できる。9月に神奈川県小田原に
開設した「リタールアプリケーシ

ョンセンター」では、全自動電線
加工機「WT C ワイヤターミナ
ル 」 や 穴 あ け 板 金 加 工 機
「PerforeX MT」なども設置
し、より高度な設計・製造連携と
自動化を体験できる。
　The Systemでは、新型エンク

ロージャー「VX25」先行展示の
ほか、来春販売のボード型バスバ
ー「RiLine X」、コンパクトボ
ックスや新型「Blue e+フィルタ
ーファンユニット」「Blue e+フ
ィルタールーバー」等も展示す
る。

https://blog.rittal.jp/exhibition_jimtof2024

11月５日～10日　東京ビッグサイト
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充実のエンジニアリングツールで設備設計をサポート
メカと電気、IT、AIの技術領域に対して先進的な技術を提供

Festo×Eplan Data Portal活用法Festo×Eplan Data Portal活用法

空圧・電動機器の世界トップメーカー

　同社は、1925年にドイツ・シュツットガルト近郊の
エスリンゲン／ベルクハイムで創業。来年創業100年
を迎える。空気圧機器の分野では世界のトップ企業の
一つとしてよく知られている。グローバル売上高は約
6500億円、従業員数は2万人を超え、世界176カ国で事
業を展開。日本法人は1977年に設立し、横浜市都筑区
に拠点を構えている。
　空気圧機器と電動機器、教育事業の3つの柱があ
り、売り上げ構成では空気圧機器が7割を占め、電動
機器のうちFA・オートメーション関連が2割、残り1
割がプロセスオートメーション、ライフ・ラボ関連、
教育関連となっている。
　事業の中心となっている空気圧機器は、空気圧シリ
ンダをはじめ、スライドテーブルなど空気圧駆動機
器、電磁弁など空気圧制御機器、空気圧調質機器、セ
ンサ、真空機器まで、空気圧機器全般を取りそろえて
いる。
　2018年からは電動機器事業を強化し、サーボモータ
やステッピングモータ、コントローラ、ベルト・ボー
ルねじアクチュエータ、リモートIO、制御モジュー
ルなど、電気制御機器もラインアップ。アクチュエー
タやバルブなど空圧と電動の駆動機器を中心に、コン
トローラやI／O、ネットワーク、クラウドやAIま
で、同社製品だけでほぼ一つの装置が出来上がるほど
の製品群を扱っている。

幅広い技術領域と先進技術を使った
ハイエンド領域に強み

　同社の特徴として、汎用品よりもハイスペック品、
市場規模は小さくても高性能を求める領域にターゲッ
トを絞って営業を進め、製品もそれに応じた先進的な
ものの提案が主となっている。

　例えば「Controlled Pneumatics（コントロールド
ニューマティクス）」は、デジタルによる緻密な空気
圧制御で、標準的な空気圧や電動でしかできないと考
えられていた高精度のアプリケーションにも対応した
新技術。圧縮空気の消費量を低減し、カーボンニュー
トラルにも貢献する技術として注目を集めている。
　また、空気圧の制御をメカ的ハードウエアで行うの
ではなく、アプリで制御して空気圧のデジタル化を可
能にするモーションターミナル「VTEM」や、休憩
時間やメンテナンスなどシステムが停止している際の
圧縮空気の供給をコントロールし、空気とエネルギー
の無駄遣いを減らすエナジーセービングモジュールな
どのとがった技術の提案を強化している。
　プロダクトマーケティングマネージャー電動オート
メーション担当の河本栄之介氏は「メカと電気、
IT、AIの技術領域に対して先進的な技術をそろえ、
部品からクラウドサービスまで垂直統合で提案でき、
製品の単品のもの売りからソリューションまでシーム
レスにつながる仕組みを一気通貫で提供できるのが当
社の強みです。労働人口が減る中で生産性を高めるた
めには、Ready to Installで提供することが重要とな
り、ソリューションとしての提供も強化しています」
としている。

設計支援のためのエンジニアリングツールを
豊富に提供

　空気圧機器と電動機器それぞれの専業メーカーはあ
るが、両方を手がけている企業は世界でもごく限られ
る。同社はそのうちの1社となるが、空気圧機器を使
ったシステムは構成部品が多く、それに伴って製品点

数も膨大にのぼる。それに加えて電動機器もラインア
ップしていることから、設計者がアプリケーションや
希望通りのシステムやユニットのために最適な製品を
選定するのは難易度が高く、手間もかかる。さらに、
流量計算等の専門的な技術計算も必要とされる。
　そのため同社では、製品選定から技術計算、設計支
援、シミュレーションなど、さまざまなエンジニアリ
ングツールをWEBで提供し、最適なシステム・ユニ
ット設計をサポートする仕組みを整えている。

製品選定から購入まで
一気通貫で可能な「QuickSearchPlus」

　「QuickSearchPlus」は、製品に関する必要な情報
を全て効率的に入手できるツールで、製品の3Dデー
タはもちろん取扱説明書やメンテナンス情報まで入っ
ている。空圧と電気、メカも電気も一つの仕組みの中
で選定し、CADデータのダウンロードも可能となっ
ている。
　河本氏によると「QuickSearchPlus」は、電子カタ
ログみたいなツールで、ホームページと同じレベルの
情報がオンラインで入手できます」とし、ツール内で
データを取得し調べることができ、設計はもちろん、
製造現場での1次対応や保守・メンテナンスなどの作
業でも有効だという。
　さらに、製品を検索して選定したらそのまま製品購
入まで可能となっている。
　「自社製品同士を組み合わせて使われることや顧客
の要望に応じてモジュールやユニットとして納品する
ことも多く、製品データをもとにした各種エンジニア
リングツールを充実させています。さらに、これらの
ツールで設計し、そこで選択したコンポーネントは、
そのままWEBから購入できるようになっています。
グローバルでは、すでに4分の1がWEBの直接取引に
なっていて、受発注の効率化が進んでいます」（河本
氏）

Eplan連携、アプリ販売など取り組みを強化

　Eplanとの連携も行っており、同社の製品はEplan
が提供している製品データポータル「Eplan Data 

Portal」に掲載されている。
　全てのFesto製品をEplanデータでも提供してほし
いという多くのお客さまのリクエストがきっかけで、
2011年より掲載を開始。欧州で高いマーケットシェア
を獲得しているEplanで製品データを提供すること
で、お客さまのエンジニアリングにかかる労力を可能
な限り削減したいという、同社の思いを反映してい
る。掲載データを最新の状態にしておくメンテナンス
コストは必要だが、お客さまからのフィードバックと
Eplanデータの需要を鑑みると、必要なコストだと考
えている。
　「QuickSearchPlus」ではEplanに登録済みの製品
へ簡単にアクセスできるアドオンソフト「Eplan and 
QuickSearch」、同社製品で構成したユニットの回路
図をEp l a n用に展開する「Ep l a n  S c h ema t i c 
Solution」なども提供している。アプリにより、わず
か数分でFesto製品の構成に応じた完全なEplanプロ
ジェクトが作成される。エンジニアリングツールと電
気CADを連携することで設計者の業務効率化をサポ
ートしている。
　またアプリストア「APPworld」を整備し、モーシ
ョンターミナル「VTEM」、小型ハンドリングシス
テム「YXMx」、サーボプレスキット「YJKP」、
Festoコントローラといった最新機器について、シス
テム構築や省エネ、保守管理などそれぞれの機器で便
利に使えるソフトウエアをアプリとして販売してい
る。これらのアプリを使うことでシステムの高性能化
に加え、機能の設計やプログラム、設定・調整の手間
が省け、装置立ち上げにかかる時間と手間を削減する
ことができる。
　システム連携やエンジニアリングツールについて、
「Eplan Data Portalで製品登録していることで設計
者が自然にそこから製品を選んで図面に加えてくれま
す。こうしたシステム連携をしていれば双方向で情報
発信することになってWin－Winになります。一度デ
ジタルで利便性を知ってしまうともう戻れません。試
して便利と思ってもらえるような一歩目を支援するこ
とができれば、広がっていくと思います」と柴山考志
氏（プロダクトマーケテイングマネージャー空圧担
当）は語っている。

 https://www.festo.com/de/de/app/

　ドイツのFesto（フエスト）といえば、世界有数の空気圧機器メーカーのイメージが強いが、実際はモータなど電動機器やネットワー
ク、クラウドなど、メカとエレ、空圧と電動、さらにはデジタル環境にいたるまで、装置を構成する主要なコンポーネンツとデジタルサ
ービスを一通りそろえる世界でも稀有な総合電機・機械部品メーカー。インダストリー4.0を牽引するグローバル企業の一つだ。
　コンポーネントは多岐にわたり、自社製品同士を組み合わせて機能ユニットやモジュールとして使われることも多く、各種エンジニア
リングツールを充実させて設計者の支援を行っている。さらに、そこで選定した製品をそのままWEBで購入できる道まで用意し、デー
タ活用・デジタル時代を先取りした仕組みを展開している。
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信
し
て
い
ま
す
。
欧
米
の
マ

ネ
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
は
う
ま

く
行
か
な
い
の
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
極
端
な
表
現
を

し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
欧

米
の
モ
ノ
づ
く
り
は
ほ
と
ん

ど
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
す
。
現

場
作
業
者
は
文
字
通
り
単
純

労
働
を
し
て
お
り
、
言
わ
れ

た
通
り
の
こ
と
を
す
る
が
、

そ
れ
以
上
は
し
な
い
。
そ
の

結
果
、
カ
イ
ゼ
ン
な
ど
は
存

在
し
な
い
と
も
い
え
る
状
態

で
す
。
ま
た
設
備
稼
働
率
、

品
質
状
況
、
在
庫
状
況
な
ど

の
現
場
発
の
情
報
は
そ
こ
に

と
ど
ま
り
、
経
営
者
の
元
に

は
き
ち
ん
と
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
経
営
者
自
身

が
現
場
で
直
接
に
作
業
者
に

接
す
る
と
い
う
こ
と
も
日
本

の
よ
う
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
モ
ノ
づ
く
り
の

レ
ベ
ル
は
日
本
の
方
が
は
る

か
に
高
い
と
い
う
評
価
が
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎

と
な
る
企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
な
ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学

会
、
公
開
カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら
　

https://www.kaizenproject.
jp/

業
者
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

カ
イ
ゼ
ン
し
や
す
い
情
報
が

届
き
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
高

い
レ
ベ
ル
の
品
質
、
生
産

性
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
達
成

で
き
る
カ
イ
ゼ
ン
が
行
わ

れ
、
経
営
成
果
が
上
が
り
、

経
営
者
が
喜
ぶ
と
い
う
関
係

で
す
。

　
こ
の
日
本
の
強
み
を
生
か

し
た
独
自
の
方
法
で
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
い
う
こ
と
を
上
手

に
進
め
る
前
提
条
件
と
し

て
、
経
営
者
が
こ
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
テ
ー
マ
に
強
い
興
味

を
持
っ
て
参
画
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
全
体
を
見

渡
し
て
常
に
全
体
最
適
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
皆
を

励
ま
し
な
が
ら
前
進
す
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　
欧
米
で
は
一
部
の
経
営
層

の
人
が
考
え
、
そ
れ
以
外
の

人
は
考
え
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
全
員
が
考
え
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
の

や
り
方
は
日
本
の
レ
ベ
ル
が

高
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
が

バ
ラ
バ
ラ
に
実
行
さ
れ
る
と

部
分
最
適
の
カ
イ
ゼ
ン
と
な

り
、
全
体
最
適
に
な
ら
ず
生

産
性
が
上
が
ら
な
い
こ
と
が

起
き
得
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
全
体

の
整
合
性
が
取
れ
て
全
体
最

適
の
状
況
を
作
れ
る
こ
と
な

の
で
、
こ
の
バ
ラ
ツ
キ
は
何

と
し
て
も
排
除
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
経

営
者
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
全
体

の
動
き
に
目
を
配
り
、
常
に

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
続

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
本
独
自
の
や
り
方

を
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
見
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
ご
一
緒

に
前
進
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
！

こ
れ
か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化
⑨

日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
　
柿
内
幸
夫 第10回

新
し
い

考
え
方

づ
く
り
の

モ
ノ

　
し
か
し
、
欧
米
の
そ
の
よ

う
な
状
況
が
デ
ジ
タ
ル
シ
ス

テ
ム
の
登
場
で
変
わ
り
ま
し

た
。
欧
米
で
は
こ
れ
ま
で
社

長
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
現
場

の
状
況
が
全
て
社
長
室
に
あ

る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ

れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

の
で
す
。
設
備
稼
働
率
、
品

質
状
況
、
在
庫
状
況
は
も
ち

ろ
ん
、
今
日
の
作
業
者
の
出

勤
状
況
、
顧
客
ご
と
の
出
荷

状
況
、
工
程
内
在
庫
の
状
況

な
ど
全
て
が
手
に
取
る
よ
う

に
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

彼
ら
は
自
ら
現
場
に
行
っ
て

情
報
を
取
る
と
い
う
方
法
が

な
く
、
現
場
を
リ
ア
ル
に
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

経
営
者
と
し
て
致
命
的
な
欠

陥
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
逆
説
的
に
い
う
と
、
長

い
間
こ
の
状
況
を
克
服
す
る

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
続
け

た
の
で
す
が
、
と
う
と
う
デ

ジ
タ
ル
化
と
い
う
武
器
を
手

に
入
れ
長
年
の
願
い
を
達
成

し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
以
前
か
ら
現

場
を
知
っ
て
い
る
日
本
の
経

営
者
は
ど
う
対
応
す
る
べ
き

で
し
ょ
う
か
？
　
す
で
に
知

っ
て
い
る
現
場
情
報
を
、
あ

ら
た
め
て
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ

て
見
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
せ

ん
。
進
歩
し
た
欧
米
の
製
造

業
に
対
抗
す
る
に
は
何
か
別

の
新
し
い
切
り
口
が
必
要
で

す
。

　
欧
米
の
経
営
者
は
デ
ジ
タ

ル
化
を
通
じ
て
多
く
の
新
し

い
情
報
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
が
、
実
は
デ
ジ
タ

ル
化
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も

達
成
で
き
な
い
こ
と
が
残
っ

て
い
ま
す
。
作
業
者
が
中
心

に
な
っ
て
行
う
カ
イ
ゼ
ン
で

す
。
日
本
の
経
営
ス
タ
イ
ル

は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
す
。
経

営
者
の
指
示
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
欧
米
の
そ
れ
と

比
べ
る
と
大
ま
か
な
方
向
の

指
示
で
あ
り
、
具
体
的
な
進

め
方
は
現
場
中
心
で
確
定
し

ま
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は

到
底
気
付
く
こ
と
が
で
き
な

い
キ
メ
細
か
い
カ
イ
ゼ
ン
が

実
行
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
注

目
す
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で

す
。

　
欧
米
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
は

経
営
者
に
行
き
ま
す
が
、
私

が
望
む
日
本
の
製
造
業
の
デ

ジ
タ
ル
情
報
は
経
営
者
だ
け

で
な
く
作
業
者
に
も
届
け
ま

す
。
経
営
者
に
は
さ
ら
に
経

営
が
し
や
す
い
情
報
が
、
作

技
術
デ
ー
タ
の
正
確
性
を
担
保
す
る
に
お
い
て
何
が
最
重
要
か

基準データは細かく確実に押さえる

製造業・世界と戦う担い手づくり
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製
造
業
に
お
け
る
技
術
者
に
と

っ
て
、
最
も
重
要
な
業
務
の
一
つ

が
「
技
術
評
価
」
で
す
。
機
械
系

で
あ
れ
ば
強
度
／
弾
性
率
や
動
的

応
答
、
光
学
的
性
質
、
化
学
や
薬

学
系
で
あ
れ
ば
元
素
組
成
や
化
学

構
造
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
評

価
が
そ
の
一
例
で
す
。

　
技
術
評
価
と
い
う
と
研
究
開
発

業
務
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
も
の
づ
く
り
の

現
場
で
あ
る
工
場
で
あ
っ
て
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

「
工
程
の
最
適
化
や
管
理
基
準
を

変
更
す
る
場
合
、
そ
れ
を
行
う
こ

と
が
妥
当
か
否
か
」
は
現
場
で
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
た
上
で
、
技
術
的

な
検
証
を
は
じ
め
と
し
た
評
価
を

行
い
、
判
断
し
な
い
こ
と
に
は
何

も
言
え
ま
せ
ん
。

　
感
情
や
主
観
性
を
排
除
で
き
る

技
術
評
価
に
基
づ
く
技
術
デ
ー
タ

は
、
製
造
業
に
属
す
る
技
術
者
全

員
の
「
武
器
」
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
そ
の
武
器
が
「
本
当

に
武
器
に
な
る
の
か
否
か
」
に
は

い
く
つ
か
の
重
要
な
確
認
事
項
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
「
そ

の
技
術
デ
ー
タ
は
本
当
に
正
し
い

か
」
と
い
う
も
の
で
す
。

技
術
デ
ー
タ
は
正
し
い
基

準
デ
ー
タ
と
い
う
土
台
の

上
で
の
み
得
ら
れ
る

　
技
術
評
価
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

技
術
デ
ー
タ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

験
、
分
析
、
計
算
等
を
通
じ
て
得

ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
や
Ｐ
Ｃ
の
働
き
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
ら
の
作
業

を
行
う
技
術
者
の
力
、
そ
し
て
入

力
さ
れ
る
数
値
パ
ラ
メ
ー
タ
が
そ

の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
「
入
力
数
値
の
正
確
性
」
と

い
う
の
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な

い
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
技
術
評
価
の
一
例
と
し
て
、
あ

る
も
の
の
密
度
を
求
め
た
い
と
し

ま
す
。
多
く
の
場
合
、
純
水
の
中

に
対
象
物
を
沈
め
た
際
の
重
量
変

化
か
ら
体
積
を
算
出
す
る
と
い

う
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
法
を
用
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ル
キ
メ

デ
ス
の
原
理
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
流
体
の
中
で
静
止
し
て
い
る
物

体
が
、
周
囲
の
流
体
が
及
ぼ
す
圧

力
の
合
力
と
し
て
受
け
る
浮
力

は
、
重
力
と
正
反
対
で
そ
の
大
き

さ
は
物
体
を
周
囲
の
液
体
で
置
き

換
え
た
時
、
そ
れ
に
生
じ
る
重
力

と
等
し
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
説

明
で
す
（
こ
の
文
言
は
理
化
学
辞

典
の
文
言
を
基
本
に
記
載
し
ま
し

た
。
な
お
、
意
味
は
変
化
さ
せ
ず

に
一
部
変
更
を
行
っ
て
い
ま

す
）
。

　
言
い
換
え
る
と
、
水
な
ど
の
液

体
に
物
体
を
沈
め
た
時
、
そ
の
物

体
が
押
し
の
け
た
液
体
の
質
量
と

同
じ
浮
力
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
物
体
の

質
量
を
計
測
し
た
状
態
で
液
体
に

沈
め
る
前
後
の
重
量
差
を
計
測
で

き
れ
ば
そ
れ
が
浮
力
と
な
り
、
こ

の
浮
力
が
物
体
が
押
し
の
け
た
液

体
の
体
積
と
等
し
い
た
め
、
液
体

の
密
度
が
分
か
れ
ば
、
物
体
の
密

度
も
求
め
ら
れ
る
と
い
う
非
常
に

原
始
的
な
計
測
、
つ
ま
り
技
術
評

価
の
一
つ
で
す
。

　
し
か
し
こ
こ
で
技
術
的
に
は
大

変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
物
体
を
沈
め
た
際
に
流
体
を

吸
収
し
な
い
か
（
吸
っ
て
し
ま
う

と
、
浮
力
が
変
化
す
る
た
め
）
と

い
っ
た
工
程
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
何
よ
り
「
計
測
を
行

っ
た
時
の
流
体
の
密
度
は
正
し
い

か
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
法
に
よ

っ
て
密
度
を
求
め
る
場
合
、
そ
の

正
確
性
は
、
「
物
体
を
沈
め
る
流

体
の
密
度
が
正
し
い
」
と
い
う
の

が
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
技
術
デ
ー
タ
を

「
基
準
デ
ー
タ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
技
術
者
は
こ
の
基

準
デ
ー
タ
に
注
意
を
払
う
と
い
う

姿
勢
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
前
述
の
流
体
が
純
水
だ

と
し
ま
す
。
い
い
加
減
な
技
術
者

だ
と
、
水
の
密
度
は
大
体
１
だ
か

ら
１
で
良
い
だ
ろ
う
と
な
り
ま

す
。
も
う
少
し
注
意
を
払
え
る
技

術
者
だ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
す
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
本

来
技
術
者
が
基
準
デ
ー
タ
に
つ
い

て
調
べ
る
べ
き
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
な
く
「
デ
ー
タ
の
正
確
性

が
担
保
さ
れ
て
い
る
文
献
」
と
な

り
ま
す
。
最
も
代
表
的
な
文
献

は
、
例
え
ば
「
理
科
年
表
」
で

す
。

　
こ
の
理
科
年
表
を
例
に
す
る

と
、
１
気
圧
の
条
件
で
０
か
ら
99

℃
ま
で
の
水
の
密
度
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
理
科
年
表
に

よ
る
と
水
の
密
度
（
ｇ
／
㎤
）
は

０
℃
で
は
０
・
９
９
９
８
４
、
30

℃
で
は
０
・
９
９
５
６
５
、
50
℃

で
は
０
・
９
８
８
０
３
で
す
。
こ

れ
を
見
た
時
に
差
が
あ
る
、
な
い

と
い
う
個
人
的
な
見
解
を
持
つ
方

は
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
技
術
者
で
あ
れ
ば
数
値

が
変
動
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は

差
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
基
準
デ
ー
タ
に

対
す
る
意
識
の
薄
さ
に
よ
る
誤
差

が
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
後
に
大
き

な
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
誤
差
の
増
幅
と
い
う
恐
ろ
し

い
事
象
で
す
。
特
に
基
準
と
な
る

デ
ー
タ
に
対
し
て
は
、
細
か
く
、

か
つ
確
実
に
押
さ
え
る
と
い
う
真

摯
な
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
。

実
測
デ
ー
タ
を
基
準
デ
ー

タ
と
す
る
際
は
ｎ
数
を
で

き
る
だ
け
多
く

　
基
準
デ
ー
タ
は
も
の
に
よ
っ
て

は
、
前
述
し
た
よ
う
な
文
献
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
基
準
デ
ー
タ

を
取
得
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始

め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
特
定
条
件
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

の
み
を
用
い
て
基
準
デ
ー
タ
を
決

め
る
中
、
過
去
に
行
っ
た
ｎ
＝
１

と
い
う
点
デ
ー
タ
の
み
で
当
該
デ

ー
タ
を
決
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
が
現
実
で
す
。

　
デ
ー
タ
と
い
う
の
は
大
変
取
り

扱
い
の
難
し
い
対
象
物
で
す
。
例

え
ば
よ
く
い
わ
れ
る
「
デ
ー
タ
の

誤
差
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

　
実
は
誤
差
と
い
う
の
は
大
き
く

分
け
る
と
、
「
偏
差
と
残
差
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

何
を
示
す
か
即
答
で
き
る
技
術
者

の
方
は
ど
れ
だ
け
い
る
で
し
ょ
う

か
。
即
答
で
き
て
い
な
い
時
点

で
、
本
当
の
意
味
で
誤
差
を
理
解

し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
多
く
の
技
術
者
の

い
う
誤
差
と
い
う
の
は
、
残
差
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
「
基
準
デ
ー
タ
」
の

「
誤
差
」
の
議
論
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
「
偏
差
」
の
話
を
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
基
準
デ
ー
タ

は
真
値
で
あ
る
、
も
し
く
は
そ
の

真
値
に
限
り
な
く
近
く
な
く
て
は

い
け
な
い
か
ら
で
す
。
実
際
に
母

平
均
を
求
め
る
の
は
極
め
て
困
難

で
す
が
、
標
準
偏
差
が
未
知
で
あ

っ
て
も
、
平
均
平
方
を
用
い
た
母

平
均
に
関
す
る
検
定
を
行
う
こ
と

で
、
母
平
均
の
95
％
信
頼
性
区
間

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
が
分
か
れ
ば
、
基
準
デ
ー

タ
の
母
平
均
の
範
囲
が
明
確
に
な

る
た
め
、
少
な
く
と
も
基
準
デ
ー

タ
と
し
て
評
価
す
べ
き
「
範
囲
」

が
分
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
95
％
信
頼
性
区
間
の
最

小
値
と
最
大
値
を
基
準
デ
ー
タ
と

し
た
際
に
、
技
術
デ
ー
タ
が
ど
の

よ
う
に
変
動
す
る
の
か
を
見
る
と

い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
技
術
者
は
常
に

技
術
デ
ー
タ
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ
れ
に
必

要
な
統
計
学
等
の
知
見
を
鍛
錬
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
ま

す
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

技
術
と
い
う
と
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
と
い

っ
た
ト
レ
ン
ド
用
語
が
も
て
は
や

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
用
語
で

示
さ
れ
る
ト
レ
ン
ド
技
術
が
生
き

る
か
生
き
な
い
か
は
、
そ
れ
を
用

い
る
技
術
者
側
の
基
本
姿
勢
や
知

見
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
な
わ
ち
、
技
術
の
受
け
皿
と

な
る
技
術
者
の
本
質
的
な
基
礎
力

有
無
が
勝
負
と
な
り
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交
う
昨
今
だ

か
ら
こ
そ
、
技
術
者
は
常
に
地
に

足
を
つ
け
な
が
ら
地
道
な
鍛
錬
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
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■�アイカ工業、茨城県古河市の茨城工場内に高
級人造石の新工場棟

　アイカ工業株は、茨城工場内に新工場棟（第2工
場）を建設し、高級人造石 ｢フィオレストーン｣ の加
工ラインを増設した。総投資額は約8.3億円で、生産
能力は約1.5倍に向上する。10月より稼働予定。
　世界的に良質な大理石が入手困難となる中、インテ
リア業界では、天然水晶に樹脂などを配合して成形し
た高級人造石の需要が拡大している。旺盛な高級マン
ション需要の継続、洗面などへの用途の拡大、インバ
ウンド回復によるホテル需要の伸長によって高級人造
石市場は成長を続けており、総額約8.3億円を投じて
既存工場棟の隣に第2工場を建設した。

■�東亞合成、愛知県名古屋市の名古屋工場でリ
チウムイオン電池用バインダー製造設備を増
強

　東亞合成は、電気自動車などに使用されるリチウム
イオン電池用バインダーの製造設備を増強する。
　負極用バインダーは、電池の膨張抑制による長寿命
化と高イオン伝導率による低抵抗化に優位性があり、
同社は製造条件の最適化や高効率化などの先進的な製
造技術に基づいた設備を導入し需要の拡大に対応す
る。生産能力は蓄電池142GWh/年相当。
　2025年12月完成し、2026年10月供給開始。投資額
は約38億円。

■�荏原製作所、千葉県富津市に水素インフラ関
連機器の商用製品試験・開発センターを新設

　荏原製作所は、水素インフラ関連機器の商用製品試
験・開発センター「Ebara-Hydrogen Equipment 
Test and Development Center、E-HYETEC、イー
ハイテック）を千葉県の富津市内に新設する。
　燃焼時にCO2を排出しない水素は温暖化対策の切り
札として期待されており、同社は水素を「つくる・は
こぶ・つかう」の全ての分野で社会実装に向けて技術
・事業の活用に取り組んでいる。同センターは、液体
水素ポンプの社会実装を確実に遂行するための液体水
素（実液）を用いた製品性能試験や要素技術開発を目
的とする。液体水素向けポンプの実液を用いた実スケ

備能力を向上して切替洗浄時間の短縮を図っている。
第3生薬棟は、ラック式の自動倉庫とし、入荷後の搬
送を無人化しエキス粉末生産量の増産に対応。建屋は
耐震構造を採用し、自動倉庫には免震ラックを使い、
地震発生時の被害を最小限にとどめ、早期の生産再開
を可能とした。
　第4SD棟は地上7階建で、建設費用は約300億円。
建築面積は1560平方㍍。延床面積は8462平方㍍。第3
生薬棟は地上2階建で、建設費用は約80億円。建築面
積は1988平方㍍。延床面積は2941平方㍍。

■�マクセル、兵庫県小野市の小野事業所に医療
機器向け一次電池の新生産ラインを構築

　マクセルは、医療機器向け一次電池の増産を図るた
め、小野事業所（兵庫県小野市）の生産設備の増強と
建屋の増築に約50億円を投資する。2027年度中をめ
どに医療機器向け一次電池の生産能力を現在の約2倍
に増強する。
　増築面積は約5600平方㍍。2027年10月完工予定。

■�パナソニックエナジー、和歌山県紀の川市の
和歌山工場をリニューアル。円筒型リチウム
イオン電池量産準備完了

　パナソニックエナジーは、和歌山県紀の川市の和歌
山工場をリニューアルし、電気自動車（EV）向け円
筒形リチウムイオン電池の最新型である4680セルの
量産準備を完了。最終評価を経て量産を開始する。
　4680セルは、従来の2170セルの約5倍の大きな容量
を持ち、EVの航続距離の延長やEVに搭載するセル数
を大幅に減せ、バッテリーパックの組み立て工程の効
率化や、ひいてはEVコストの低減につながることな
どが期待されている。一方で1セル当たりの容量が大
きくなるため、より高度な技術や工法が求められる。
　和歌山工場は、今回のリニューアルを機に4680セ
ル生産のマザー工場として新製品と新工法の実証拠点
としての役割も担う。
　敷地面積は9万9177平方㍍。建屋面積は6万0907平
方㍍。

海外

■�ブラザー工業、インドに工作機械の新工場
　工業は、インド・ベンガルール市近郊に子会社のブ
ラザーマシナリー（インド）の工作機械の新工場が完
成した。日本と中国に続く3カ所目の工作機械の生産
拠点で、稼働開始は2024年12月を予定している。
　インドは、現在世界最多の人口を擁し、今後も人口
増加と経済成長が続くことが予想され、自動車・二輪
向けを中心に工作機械の需要拡大が見込まれている。
新工場では、スタ
ンダードモデルの
「S500Bd1」と
「S700Bd1」の
生産から始め、二
輪や自動車、医療
分野など幅広い市
場 の 開 拓 を 目 指
す。
　敷地面積は3万
2100平方㍍。建
築面積は6100平
方㍍。建設延べ床
面積は7300平方
㍍。

ール商用製品試験
設備としては世界
初。
　敷地面積は約1
万8000平方㍍。
建 物 面 積 は 約
2800平方㍍。投
資 額 は 約 1 6 0 億
円。2024年1月着
工。2026年6月竣
工 （ 予 定 ） 。
2025年に一部試
験設備の運用を開
始する。

■�モロゾフ、兵庫県神戸市の西神第2工場の焼
菓子製造設備を増強

　モロゾフは、兵庫県神戸市の西神第2工場を改修
し、新たな焼菓子製造設備の導入を行う。
　同社は中期経営計画で開示していた設備投資計画を
一部見直し、新船橋工場の建設と並行して西神第2工
場の製造設備を強化し、当初計画にあった福岡工場の
移転は延期する。
　西神第2工場は鉄骨2階建て、延床面積は6611平方
㍍。投資予定額は23億円。2025年2月着工予定。2026
年3月以降稼働を開始する予定。

■�重松製作所、福島県田村市に労働安全保護具
の新工場「船引事業所第三工場）」建設

　重松製作所は、福島県田村市に防塵マスクなどの労
働安全保護具の新工場となる「船引事業所第三工
場）」を建設する。
　同社は国内に生産拠点を2カ所（埼玉・船引）有し
ているが、生産能力の増強と生産効率の改善のため、
主力拠点である船引事業所に第三工場を建設すること
とした。建築面積は約6580平方㍍。延床面積は約1万
2550平方㍍。

■�日本触媒、福岡県にリチウムイオン電池用電
解質LiFSI生産の新工場

　日本触媒は、福岡県にリチウムイオン電池用の電解
質として使用され、電気自動車の高性能化に寄与する
LiFSI（リチウムビス（フルオロスルホニル）イミ
ド）の新工場を建設する。2028年の商業運転を目指
す。
　イオネル新設備の生産能力は年産3000㌧で、電解
質として100%使用された場合のリチウムイオン電池
容量は21.4GWhとなり、これを用いた電気自動車は
21万台に相当する。
　この計画は、経済産業省の「蓄電池等の安定供給確
保のための取組に関する計画」として認定され、投資
額の最大375億円のうち助成金は最大125億円を見込
んでいる。
　イオネル新設備の生産能力は年産3000㌧で、電解
質として100%使用された場合のリチウムイオン電池
容量は21.4GWhとなり、電気自動車は21万台に相当
する。

■�ニシハツ、佐賀県唐津市に防災用発電機の新
工場

　デンヨーのグループ会社のニシハツは、佐賀県唐津
市に防災用発電機の新工場を竣工した。
　今回の新工場の建設により、生産能力は約30％増
加を見込んでいる。
　敷地面積は約3万8600平方㍍。建屋面積は約1万
1700平方㍍。2025年1月操業開始予定。

■�ツムラ、茨城県稲敷郡阿見町の茨城工場に漢
方製剤のエキス粉末製造の新棟を建設

　ツムラは、国内の医療用漢方製剤の需要拡大に伴
い、漢方製剤の中間製品であるエキス粉末を生産する
第4SD棟と、原料生薬の受け入れと保管の機能を有す
る第3生薬棟を新設する。
　第4SD棟は、自動化技術の導入による省人化と、設

工場新設・増設、設備投資情報 �工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

次世代工場コンセプトのスマ
ートファクトリー

　デンソーは、愛知県西尾市にあ
る善明製作所の敷地を拡張し、新
たな工場を建設する。
　SDVや電動化などの進展によ
ってクルマの各機能を横断的に制
御する大規模統合ECUが必要と
され、新工場では主に大規模統合
ECUの生産を担う。
　新工場は、デンソーの次世代工
場のコンセプトを、工場の構想段
階から織り込んだ初めての工場と
し、デジタルインフラと自動化技
術の導入により無人稼働の実現を
目指す。
　フレキシブル生産システムを採
用し、製品を構成する部品やそれ
らの材料を標準化。設備組み換え
が容易な生産ラインと組み合わ
せ、1つのラインで多品種の生産
を実現し、製品の種類や量の変動
にスピーディーかつ柔軟に対応。
生産設備を構成する部品やユニッ
トは標準化し、加工プログラムも
標準化を進め、ソフトウエアの互

換性も高めるこ
とで、設備の新
設や組み換えと
いった生産準備
にかかる時間を
大 幅 に 短 縮 す
る。
　工場内に設置
したカメラやセ
ンサーで設備や
モノの流れを常時監視し、設備停
止につながる予兆を検知した場合
は、遠隔にて状況を判断し、設備
の停止前に対応することで、生産
ラインの24時間稼働を目指す。
生産ラインだけでなく、材料や部
品などの荷卸から工場内での搬
送、材料の補給・投入、製品出荷
のための梱包までを自動化するこ
とで無人化を進める。
　また、デジタルを駆使した働き
方へのシフトを進め、デジタルツ
イン技術で仮想空間に工場を再現
し、設備製作前に設備の動作をシ
ミュレーションすることで事前検
証を行い、効率的で無駄のない生
産システムを構築する。これまで
のモノづくりを通じて蓄積してき

た現場のノウハウを形式知化し、
誰もが使えるようにデータベース
を整備。データベースを活用して
より高いレベルの自動化を推進
し、スピーディーに改善サイクル
を回し、モノづくりの進化を促進
する。
　さらに、太陽光パネルによる自
家発電や水素などを活用し、環境
にやさしいカーボンニュートラル
な工場づくりを進める。
　敷地面積は約51万平方㍍。工
場面積は約5万6000平方㍍。2025
年度上期に着工し、2027年1月に
竣工、2028年度上期から生産を
開始する予定で、工場建屋の総投
資額は約690億円を計画してい
る。

■�デンソー、愛知県西尾市の善明製作所に�
統合ECUの新工場を建設
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